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1. はじめに

本資料は、μITRON3.0仕様準拠の HI7000シリーズから、μITRON4.0仕様準拠の HI7000/4シリーズへの移行の方法に
ついて解説します。
本資料は、HI7000シリーズから HI7000/4シリーズへの移行を保証するものではありません。
詳細は、必ず双方のマニュアルで確認してください。

表 1-1　CPUと製品の対応表

　　　　　　　　　　　　　　　　　製品
CPU

HI7000シリーズ HI7000/4シリーズ

SH-1,SH-2,SH-DSP HI7000

SH-2A, SH2A-FPU ―
HI7000/4

SH-3,SH3-DSP HI7700

SH4AL-DSP ―
HI7700/4

SH-4 HI7750

SH-4A ―
HI7750/4
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2. 概要

ここでは HI7000シリーズから HI7000/4シリーズで削除、追加、変更となった機能の概要について説明します。
各機能の詳細についてはそれぞれのマニュアルをご覧ください。

移行するアプリケーションプログラムがど 
ういった機能を使っているかを調査する。

削除された機能を使用していたのか？
使用していた場合、代替方法が取れるかを 
調べ、修正する。

追加された機能を使う必要があるのかを調 
査する。

変更された機能を使用していたのか？
使用していた場合、変更内容を理解して、 
修正を行う。

移行するアプリケーションプログラムが使 
用している全てのSVCについて変更がある 
かを調査して、修正を行う。

カーネルビルドファイル、セットアップフ 
ァイルの内容を、コンフィギュレータの設 
定に反映させる。

図 2-1　移行の手順
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HI7000シリーズと HI7000/4シリーズの比較概要を表 2-1に示します。

表 2-1　HI7000シリーズと HI7000/4シリーズの比較概要
番号 HI7000シリーズの機能 HI7000/4シリーズでの変更点 本資料での番号

1 タイムスライス機能 代替えあり：オーバーランハンドラ機能 3.1.1

2 ページプール機能 代替え無し 3.1.2

3 I/Oサポート機能 代替え無し 3.1.3

4 データキュー機能 新機能 3.2.1

5 ミューテックス機能 新機能 3.2.2

6 タスク例外機能 新機能 3.2.3

7 オーバーランハンドラ機能 新機能 3.2.4

8 タスクの多重起動要求 新機能 3.2.5

9 “i”のつくサービスコール 新機能 3.2.6

10 ディスパッチと CPUロック 意味変更 3.3.1

11 拡張サービスコールルーチン 位置付け変更 3.3.2

12 イベントフラグ 属性が追加、クリア指定が変更 3.3.3，3.3.4

13 メールボックス 属性が追加、メッセージヘッダ型追加 3.3.5，3.3.6

14 メッセージバッファ 待ち行列が変更 3.3.7

15 wup_tsk, sus_tsk 自タスク指定可能 3.3.8

16 サンプルタイマドライバ 全般的に変更 3.3.9

17 時間管理 時間単位、時間管理が変更 3.3.10

18 周期ハンドラ 全般的に変更 3.3.11

19 アラームハンドラ 全般的に変更 3.3.12

20 TA_COP1、TA_COP2属性 意味変更 3.3.13

21 オブジェクト名称機能 一部の機能の代替えあり 3.3.14

22 システムダウンルーチン ルーチン名、システムダウン情報の変更 3.3.15
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3. 追加/削除/変更機能

ここでは HI7000/4シリーズで削除、追加、変更となった機能について説明します。
各機能の詳細についてはそれぞれのマニュアルをご覧下さい。

3.1　 削除機能

3.1.1　 タイムスライス機能
HI7000シリーズのタスク生成時でのタイムスライス時間設定が削除されました。HI7000/4シリーズでタイムスライス
機能を実現する場合には、オーバーランハンドラ機能を使用します。
表 3-1、図 3-1に代替えの詳細を示します。

表 3-1　タイムスライス機能の代替
番号 タイムスライス機能 HI7000シリーズ HI7000/4シリーズ

1 タイムスライス時間 タスク生成時に設定

(タイムスライス時間)

sta_ovr, ista_ovrで設定

(タスクの上限プロセッサ時間)

2 レディキュー回転 自動的に rot_rdq実行 オーバーランハンドラ内でユーザが rot_rdqを実行。
起動の原因となったタスクの上限プロセッサ時間は
解除されるので再設定する。

タスクA
ovrtim=300

タスクB
ovrtim=200

タスクC
ovrtim=100

実行状態

オーバーランハンドラ終了

タスクCタスクB タスクAタスクA

ista_ovr(ovrtim=300)
プロセッサ時間再設定rot_rdq(レディキュー回転)

オーバーランハンドラ

タスクA
ovrtim=300

タスクB
ovrtim=200

タスクC
ovrtim=100

実行状態

タスクAがプロセッサの時間を300以上使用
オーバーランハンドラ起動

図 3-1　オーバーランハンドラ機能によるタイムスライス機能実装例
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3.1.2　 ページプール機能
HI7000/4シリーズでの代替え機能はありません。
使用しているユーザは固定長メモリプール機能などで実現できないかを検討してください。

3.1.3　 I/Oサポート機能
HI7000/4シリーズでの代替え機能はありません。
使用しているユーザは拡張 SVCで実現できないかを検討してください。

3.1.4　 その他の機能（vrst_tsk, vjmp_msg, vasn_svc, ref_sys）
表 3-2に HI7000シリーズから削除された機能に対する、HI7000/4シリーズでの代替え手段を示します。

表 3-2　HI7000/4シリーズとの対応表
番号 SVC 代替え手段

1 vrst_tsk 代替えはありません。いったん終了して再起動で代替できないか検討してください。

2 vjmp_msg メッセージ優先度を最高にして送信／データキューを使用して fsnd_dtqによる送信により代替えでき
ます。

3 vasn_svc def_svcで代用可能です。注意事項を以下に示します。

未定義の拡張機能コードを検索し拡張 SVCを割り当てるという動作はできませんが、拡張 SVCの割り
当てだけなら def_svcで実行できます。

4 ref_sys 代替えはありません。sns_ctx,sns_loc,sns_dsp,sns_dpnなどで代替えできないか検討してください。
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3.2　 追加機能

3.2.1　 データキュー機能
HI7000/4シリーズでは、新しくデータキュー機能が追加されました。
データキュー機能は、1ワードのメッセージ（データ）受け渡しによる同期・通信ができます。
表 3-3にデータキュー機能の概要を示します。

表 3-3　データキュー機能
番号 機能 SVC API

cre_dtq ER ercd = cre_dtq(ID dtqid, T_CDTQ *pk_cdtq);1 データキューの生成

icre_dtq ER ercd = icre_dtq(ID dtqid, T_CDTQ *pk_cdtq);

acre_dtq ER_ID dtqid = acre_dtq(T_CDTQ *pk_cdtq);2 データキューの生成

(ID番号自動割り付け) iacre_dtq ER_ID dtqid = iacre_dtq(T_CDTQ *pk_cdtq);

3 データキューの削除 del_dtq ER ercd = del_dtq(ID dtqid);

4 データキューへの送信 snd_dtq ER ercd = snd_dtq(ID dtqid, VP_INT data);

psnd_dtq ER ercd = psnd_dtq(ID dtqid, VP_INT data);5 同上(ポーリング)

ipsnd_dtq ER ercd = ipsnd_dtq(ID dtqid, VP_INT data);

6 同上(タイムアウト有) tsnd_dtq ER ercd = tsnd_dtq(ID dtqid, VP_INT data, TMO tmout);

fsnd_dtq ER ercd = fsnd_dtq(ID dtqid, VP_INT data);7 データキューへの強制送信

ifsnd_dtq ER ercd = ifsnd_dtq(ID dtqid, VP_INT data);

8 データキューからの受信 rcv_dtq ER ercd = rcv_dtq(ID dtqid, VP_INT *p_data);

9 同上(ポーリング) prcv_dtq ER ercd = prcv_dtq(ID dtqid, VP_INT *p_data);

10 同上(タイムアウト有) trcv_dtq ER ercd = trcv_dtq(ID dtqid, VP_INT *p_data, TMO tmout);

ref_dtq ER ercd = ref_dtq(ID dtqid, T_RDTQ *pk_rdtq);11 データキューの状態参照

iref_dtq ER ercd = iref_dtq(ID dtqid, T_RDTQ *pk_rdtq);

3.2.2　 ミューテックス機能
HI7000/4シリーズでは、新しくミューテックス機能が追加されました。
ミューテックス機能は、共有資源を使用する際にタスク間で排他制御を行うことができます。
表 3-4にミューテックス機能の概要を示します。

表 3-4　ミューテックス機能
番号 機能 SVC API

1 ミューテックスの生成 cre_mtx ER ercd = cre_mtx(ID mtxid, T_CMTX *pk_cmtx);

2 ミューテックスの生成

(ID番号自動割り付け)

acre_mtx ER_ID mtxid = acre_mtx(T_CMTX *pk_cmtx);

3 ミューテックスの削除 del_mtx ER ercd = del_mtx(ID mtxid);

4 ミューテックスのロック loc_mtx ER ercd = loc_mtx(ID mtxid);

5 同上(ポーリング) ploc_mtx ER ercd = ploc_mtx(ID mtxid);

6 同上(タイムアウト有) tloc_mtx ER ercd = tloc_mtx(ID mtxid, TMO tmout);

7 ミューテックスのロック解除 unl_mtx ER ercd = unl_mtx(ID mtxid);

8 ミューテックスの状態参照 ref_mtx ER ercd = ref_mtx(ID mtxid, T_RMTX *pk_rmtx);



3.　追加/削除/変更機能

Rev.1.00 2005.06.07   3-4
RJJ05B0777-0100

3.2.3　 タスク例外機能
HI7000/4シリーズでは、新しくタスク例外機能が追加されました。
タスク例外機能は、タスクに発生した例外を処理することができます。
表 3-5にタスク例外機能の概要を示します。

表 3-5　タスク例外機能
番号 機能 SVC API

def_tex ER ercd = def_tex (ID tskid, T_DTEX *pk_dtex);1 タスク例外処理ルーチンの定義

idef_tex ER ercd = idef_tex (ID tskid, T_DTEX *pk_dtex);

ras_tex ER ercd = ras_tex(ID tskid, TEXPTN rasptn);2 タスク例外処理の要求

iras_tex ER ercd = iras_tex(ID tskid, TEXPTN rasptn);

3 タスク例外処理の禁止 dis_tex ER ercd = dis_tex();

4 タスク例外処理の許可 ena_tex ER ercd = ena_tex();

5 タスク例外禁止状態の参照 sns_tex BOOL state =sns_tex();

ref_tex ER ercd = ref_tex(ID tskid, T_RTEX *pk_rtex);6 タスク例外処理の状態参照

iref_tex ER ercd = iref_tex(ID tskid, T_RTEX *pk_rtex);

3.2.4　 オーバーランハンドラ機能
HI7000/4シリーズでは、新しくオーバーラン機能が追加されました。
オーバーランハンドラ機能は、タスクが設定された時間を超えてプロセッサを使用した際に処理を行うことができます。
表 3-6にオーバーランハンドラ機能の概要を示します。

表 3-6　オーバーランハンドラ機能
番号 機能 SVC API

1 オーバーランハンドラの定義 def_ovr ER ercd = def_ovr(T_DOVR *pk_dovr);

sta_ovr ER ercd = sta_ovr(ID tskid, OVRTIM ovrtim);2 オーバーランハンドラの動作開始

ista_ovr ER ercd = ista_ovr(ID tskid, OVRTIM ovrtim);

stp_ovr ER ercd = stp_ovr(ID tskid);3 オーバーランハンドラの動作停止

istp_ovr ER ercd = istp_ovr(ID tskid);

ref_ovr ER ercd = ref_ovr(ID tskid, T_ROVR *pk_rovr);4 オーバーランハンドラの状態参照

iref_ovr ER ercd = iref_ovr(ID tskid, T_ROVR *pk_rovr);

3.2.5　 タスクの多重起動要求機能
HI7000/4シリーズでは、新たにタスクの多重起動要求が追加されました。
多重起動とは、すでに起動されているタスクに対して act_tskを発行すると、そのタスクを起動しようとしたという記

録が残り、後でそのタスクが終了したときに自動的に再起動する機能です。
この機能は、act_tskサービスコールにて使用可能です。
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3.2.6　 先頭に”i”がつくサービスコール
HI7000/4シリーズでは、先頭に”i”がつくサービスコールが追加されました。それらは非タスクコンテキスト専用のサ
ービスコールです。非タスクコンテキスト内で呼び出すサービスコールは、非タスクコンテキスト専用のサービスコール
を使用するようにしてください。表 3-7に一覧を示します。

表 3-7　非タスクコンテキスト専用サービスコール一覧
番号 サービス

コール
機能 番号 サービス

コール
機能

1 icre_tsk タスク生成(ダイナミックスタック使用) 2 ivscr_tsk タスク生成(スタティックスタック使用)

3 iacre_tsk タスク生成(ID番号自動割り付け) 4 iact_tsk タスクの起動

5 ista_tsk タスク起動(起動コード指定) 6 ican_act タスク起動要求のキャンセル

7 ichg_pri タスク優先度変更 8 iget_pri タスク優先度の参照

9 iref_tsk タスクの状態参照 10 iref_tst タスクの状態参照(簡易版)

11 iwup_tsk タスクの起床 12 ican_wup タスク起床要求のキャンセル

13 irel_wai 待ち状態の強制解除 14 isus_tsk 強制待ち状態への移行

15 irsm_tsk 強制待ち状態からの再開 16 ifrsm_tsk 強制待ち状態からの強制再開

17 ivset_ftl タスク付属イベントフラグのセット 18 ivclr_tfl タスク付属イベントフラグのクリア

19 idef_tex タスク例外処理ルーチンの定義 20 iras_tex タスク例外処理の要求

21 iref_tex タスク例外処理の状態参照 22 icre_sem セマフォの生成

23 iacre_sem セマフォの生成(ID番号自動割り付け) 24 isig_sem セマフォ資源の返却

25 ipol_sem セマフォ資源の獲得(ポーリング) 26 iref_sem セマフォの状態参照

27 icre_flg イベントフラグの生成 28 iacre_flg イベントフラグの生成

(ID番号自動割り付け)

29 iset_flg イベントフラグのセット 30 iclr_flg イベントフラグのクリア

31 ipol_flg イベントフラグ待ち(ポーリング) 32 iref_flg イベントフラグの状態参照

33 icre_dtq データキューの生成 34 iacre_dtq データキューの生成(ID番号自動割り付け)

35 ipsnd_dtq データキューへの送信(ポーリング) 36 ifsnd_dtq データキューへの強制送信

37 iref_dtq データキューの状態参照 38 icre_mbx メールボックスの生成

39 iacre_mbx メールボックスの生成

(ID番号自動割り付け)

40 isnd_mbx メールボックスへの送信

41 iprcv_mbx メールボックスからの受信(ポーリング) 42 iref_mbx メールボックスの状態参照

43 icre_mbf メッセージバッファの生成 44 iacre_mbf メッセージバッファの生成

(ID番号自動割り付け)

45 ipsnd_mbf メッセージバッファへの送信

(ポーリング)

46 iref_mbf メッセージバッファの状態参照

47 icre_mpf 固定長メモリプールの生成 48 iacre_mpf 固定長メモリプールの生成

(ID番号自動割り付け)

49 ipget_mpf 固定長メモリブロックの獲得

(ポーリング)

50 irel_mpf 固定長メモリブロックの返却

51 iref_mpf 固定長メモリプールの状態参照 52 icre_mpl 可変長メモリプールの生成

53 iacre_mpl 可変長メモリプールの生成

(ID番号自動割り付け)

54 ipget_mpl 可変長メモリブロックの獲得

(ポーリング)

55 irel_mpl 可変長メモリブロックの返却 56 iref_mpl 可変長メモリプールの状態参照

57 iset_tim システム時刻の設定 58 iget_tim システム時刻の参照

59 icre_cyc 周期ハンドラの生成 60 iacre_cyc 周期ハンドラの生成

(ID番号自動割り付け)

61 ista_cyc 周期ハンドラの動作開始 62 istp_cyc 周期ハンドラの動作停止

63 iref_cyc 周期ハンドラの状態参照 64 icre_alm アラームハンドラの生成

65 iacre_alm アラームハンドラの生成

(ID番号自動割り付け)

66 ista_alm アラームハンドラの動作開始

67 istp_alm アラームハンドラの動作停止 68 iref_alm アラームハンドラの状態参照

69 ista_ovr オーバーランハンドラの動作開始 70 istp_ovr オーバーランハンドラの動作停止

71 iref_ovr オーバーランハンドラの状態参照 72 irot_rdq タスクの優先順位の回転
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番号 サービス
コール

機能 番号 サービス
コール

機能

73 iget_tid 実行状態のタスク IDの参照 74 iloc_cpu CPUロック状態への移行

75 iunl_cpu CPUロック状態の解除 76 ivsta_knl カーネルの起動(*1)

77 ivsys_dwn システムダウン 78 ivget_trc トレースの取得

79 idef_inh 割り込みハンドラの定義 80 ichg_ims 割り込みマスクの変更

81 iget_ims 割り込みマスクの参照 82 idef_svc 拡張サービスコールの定義

83 ical_svc サービスコールの呼び出し 84 idef_exc CPU例外ハンドラの定義

85 ivdef_trp CPU例外ハンドラの定義

(TRAPA命令例外)

86 iref_cfg コンフィギュレーション情報の参照

87 iref_ver バージョン情報の参照 88 ivini_cac キャッシュの初期化

89 ivclr_cac キャッシュのクリア 90 ivfls_cac キャッシュのフラッシュ

91 ivinv_cac キャッシュの無効化
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3.3　 変更機能

3.3.1　 ディスパッチ禁止と CPUロックの意味変更
HI7000シリーズでは、CPUロック状態はディスパッチと割り込みが禁止された状態と扱っていたのを、HI7000/4シリ
ーズではそれぞれ独立した状態として扱います。
例えば、HI7000/4シリーズでは、ディスパッチ禁止状態から CPUロック状態になった場合、CPUロックを解除しても

ディスパッチ禁止状態のままです。逆にディスパッチ許可状態から CPUロック状態になった場合は、CPUロックを解除
するとディスパッチ許可状態になります。
移行の際は、unl_cpu、loc_cpu、dis_dsp、ena_dsp使用後のディスパッチ状態、CPUロック状態に注意して作業を行っ

てください。

表 3-8　HI7000シリーズでの dis_dsp、loc_cpuシステムコールによる状態遷移
現在の状態 発行するシステムコールと遷移先状態番号状態番号 システム状態

割り込み ディスパッチ dis_dsp ena_dsp loc_cpu unl_cpu

1 タスク実行状態 許可 許可 →２ →１ →３ →１

2 ディスパッチ禁止状態 許可 禁止 →２ →１ →３ →１

3 CPUロック状態 禁止 禁止 E_CTX E_CTX →３ →１

表 3-9　HI7000/4シリーズでの dis_dsp、loc_cpuサービスコールによる状態遷移
現在の状態 発行するシステムコールと遷移先状態番号状態番号 システム状態

CPUロック ディスパッチ dis_dsp ena_dsp loc_cpu unl_cpu

1 ディスパッチ許可状態 ― 許可 →２ →１ →４ →３

2 ディスパッチ禁止状態 ― 禁止 →２ →１ →４ →３

3 CPUロック解除状態 解除 ― →２ →１ →４ →３

4 CPUロック状態 ロック ― E_CTX E_CTX →４ →３

HI7000シリーズ HI7000/4シリーズ

ena_dsp()

dis_dsp()

loc_cpu()

unl_cpu()

ディスパッチ 割り込み

許可 許可

許可 許可

禁止
禁止

ディスパッチ 割り込み

許可 許可

許可 許可

禁止
禁止

図 3-2　ディスパッチ禁止と CPUロックの変更
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3.3.2　 拡張サービスコールルーチンの位置付け変更
HI7000/4シリーズでは、拡張サービスコールルーチン（拡張 SVC）の位置付けが表 3-10のように変更されています。
HI7000シリーズではディスパッチは起きませんでしたが、HI7000/4シリーズではタスクコンテキストで発行した場合
ディスパッチが起きるので、ディスパッチが起こらない前提で作成した拡張 SVCは修正が必要になります。
この場合は、dis_dsp()、ena_dsp()追加で HI7000シリーズと同じ動きになります。

表 3-10　拡張サービスコールの実行コンテキスト
呼び出し元 HI7000シリーズ HI7000/4シリーズ

タスクコンテキスト／

タスク部

タスクコンテキスト(ディスパッチが起こる)

非タスクコンテキスト／

タスク独立部

タスク独立部

(ディスパッチは起こらない) 非タスクコンテキスト(ディスパッチは起こらない)

ER_UINT Svcrtn(VP_INT par1, VP_INT par2)

{

    /* 拡張ｻｰﾋﾞｽｺｰﾙﾙｰﾁﾝの処理 */
    return E_OK;

}

←拡張サービスコールルーチンには、cal_svcで指定
　したパラメータが渡されます。

←発行元にリターン値を返します。

図 3-3　HI7000/4シリーズでの拡張サービスコールルーチンの C言語記述例

ER_UINT Svcrtn(VP_INT par1, VP_INT par2)

{

    dis_dsp()

/* 拡張ｻｰﾋﾞｽｺｰﾙﾙｰﾁﾝの処理 */

ena_dsp()

    return E_OK;

}

←ディスパッチ禁止*

←ディスパッチ許可*

←発行元にリターン値を返します。

【注】　*　タスクコンテキストから呼び出した場合のみ、ディスパッチ禁止・許可を行ってください。
 非タスクコンテキストから呼び出した場合は不要です。

図 3-4　HI7000シリーズからの移植の場合での記述例（タスクコンテキスト）

3.3.3　 イベントフラグの属性追加
HI7000/4シリーズでは、イベントフラグに新しい属性（グレーの部分）が追加されています。表 3-11に変更点を示し

ます。

表 3-11　イベントフラグ
イベントフラグ属性 属性の意味 HI7000シリーズ HI7000/4シリーズ

TA_TFIFO 待ちタスクのキューイングは FIFO ×* ○

TA_TPRI 待ちタスクのキューイングは優先度順 × ○

TA_WSGL 複数タスクの待ちを許さない ○ ○

TA_WMUL 複数タスクの待ちを許す ○ ○

TA_CLR 待ち解除時にイベントフラグを 0クリア × ○

【注】　*　HI7000シリーズでは TA_TFIFOと同等に振舞います。
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3.3.4　 イベントフラグのクリア指定変更
HI7000シリーズでは、イベントフラグのクリア指定はイベント待ちにする際のモードで設定しましたが、HI7000/4シ
リーズではイベントフラグにクリア指定があります。クリア指定の変更内容を図 3-5に示します。
移行の際は、一つのイベントフラグでクリア指定付きの待ちとクリア指定無しの待ちが混在していないかを注意し、

混在していた場合は、クリア指定の順番に注意して移行してください．

イベントフラグ
待ち行列

タスクB
waiptn=1
クリア指定

タスクA
waiptn=2

イベントフラグ
待ち行列

タスクB
waiptn=1
クリア指定

タスクA
waiptn=2

タスクA,Bがともに待ち解除 タスクBだけが待ち解除

HI7000シリーズの場合

タスクの実行順序によって振る舞いが変わる

イベントフラグ
待ち行列

タスクB
waiptn=1
クリア指定

タスクA
waiptn=2

イベントフラグ
待ち行列

タスクB
waiptn=1
クリア指定

タスクA
waiptn=2

set_flg(setptn=3)

クリア属性を持つタスクが後の場合 クリア属性を持つタスクが前の場合

set_flg(setptn=3)① ①

② ③

HI7000/4シリーズの場合

イベントフラグ
待ち行列

タスクA
waiptn=7
AND待ち

タスクB
waiptn=3
OR待ち

タスクC
waiptn=5
OR待ち

イベントフラグ
待ち行列

タスクA
waiptn=7
AND待ち

タスクB
waiptn=3
OR待ち

タスクC
waiptn=5
OR待ち

イベントフラグ
待ち行列

タスクA
waiptn=7
AND待ち タスクB

waiptn=3
OR待ち

タスクC
waiptn=5
OR待ち

クリア属性なしのイベントフラグ

クリア属性ありのイベントフラグ

条件が満たされる全タスクの待ちが解除

条件が満たされる１つのタスクのみの待ちが解除

クリア属性のイベントフラグでは、複数のタスクが同時に待ち解除となることはない

set_flg(setptn=3)
①

①

④

⑤

図 3-5　イベントフラグのクリア指定変更
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①：イベントフラグにビットパターン（3）をセット。

②：タスク Aはビットパターンが 2のため、①のパターンで待ち状態が解除されます。クリア指定がないため
次の待ちタスクについても判断を行います。
タスク Bはビットパターンが 1のため、①のパターンで待ち状態が解除されます。クリア指定があります
ので処理を終了します。

③：タスク Bはビットパターンが 1のため、①のパターンで待ち状態が解除されます。タスク Bにクリア指定
があるため、後の待ち行列に繋がっているタスクについては判断を行わずに処理を終了します。

④：タスク Aはビットパターンが 7で AND待ちのため、①のパターンとは一致せずに待ち状態のままです。
タスク Bはビットパターンが 8で OR待ちのため、①のパターンで待ち解除されます。イベントフラグに
クリア指定がないため待ち行列に繋がっているタスク全てについて判断を行います。
タスク Cはビットパターンが 5で OR待ちのため、①のパターンで待ち解除されます。

⑤：タスク Aはビットパターンが 7で AND待ちのため、①のパターンとは一致せずに待ち状態のままです。
タスク Bはビットパターンが 8で OR待ちのため、①のパターンで待ち解除されます。イベントフラグに
クリア指定があるため、タスク B以降の待ち行列に繋がっているタスクについては判断を行わずに処理を
終了します。

3.3.5　 メールボックスの属性追加
HI7000/4シリーズでは、メールボックスに新しい属性（グレーの部分）が追加されています。表 3-12に変更点を示し

ます。

表 3-12　メールボックス
メールボックス属性 属性の意味 HI7000シリーズ HI7000/4シリーズ

TA_TFIFO 受信待ちタスクのキューイングは FIFO ○ ○

TA_TPRI 受信待ちタスクのキューイングは優先度順 ○ ○

TA_MFIFO メッセージのキューイングは FIFO ○ ○

TA_MPRI メッセージのキューイングは優先度順 × ○
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3.3.6　 メールボックスのメッセージヘッダ型追加
HI7000シリーズではメイルボックスのメッセージヘッダは 1種類でしたが、HI7000/4シリーズのメールボックスのメ
ッセージヘッダには、ヘッダのみと優先度付きヘッダの 2種類があります。3.3.5に伴う追加です。移植の際はアプリケ
ーションプログラムの変更は不要です。
優先度付きのメッセージヘッダは、TA_MPRI属性を指定した際に使用します。

T_MSG        メールボックスのメッセージヘッダ
T_MSG_PRI    メールボックスの優先度付きメッセージヘッダ

typedef struct  t_msg {

    VP      msghead;      /* カーネル管理領域                           */

} T_MSG;

図 3-6　メッセージヘッダ

typedef   struct  t_msg_pri {

T_MSG  msgque;      /* メッセージヘッダ                              */

PRI    msgpri;     /* メッセージ優先度                           */

} T_MSG_PRI;

図 3-7　優先度付きメッセージヘッダ

以下にメッセージの例を示します。

typedef struct  user_msg {

    T_MSG  t_msg        /* T_MSG構造体                               */;

    B       data[8];    /* ユーザメッセージデータ構造の例(任意の構造) */

} USER_MSG;

図 3-8　メッセージの形式例

typedef struct  user_msg {

    T_MSG_PRI    t_msg;     /* T_MSG_PRI構造体                         */

    B           data[8];  /* ユーザメッセージデータ構造の例(任意の構造) */

} USER_MSG;

図 3-9　優先度付きメッセージの形式例
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3.3.7　 メッセージバッファの待ち行列の変更
メッセージバッファの待ち行列に並ぶ際の並び方を指定する属性：TA_TPRIについて、HI7000/4シリーズでは「受信

待ち行列が優先度順」から「送信待ち行列が優先度順」に変更になっています。詳しくは表 3-13を参照してください。

表 3-13　メッセージバッファの待ち行列意味付け変更
メッセージバッファの待ち行列 HI7000シリーズ HI7000/4シリーズ

受信待ち行列 TA_TFIFO属性指定で FIFO／

TA_TPRI属性指定で優先度順

FIFOのみ

送信待ち行列 FIFOのみ TA_TFIFO属性指定で FIFO／

TA_TPRI属性指定で優先度順

3.3.8　 wup_tsk, sus_tskの変更
パラメータ：tskid=TSK_SELF（0）で自タスクの指定となります。
移行するアプリケーションプログラムが、E_IDのエラーによりプロセスを実行する場合は、修正する必要があります。

表 3-14　wup_tsk、sus_tskの変更
パラメータ：tskid HI7000シリーズ HI7000/4シリーズ

TSK_SELF(0) E_IDのエラー 自タスク指定
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3.3.9　 タイマドライバ（サンプル）の変更
タイマドライバ（サンプル）で明示的に vsys_clk(isig_tim)を発行しなくてもすむようになりました。
表 3-15に、HI7000シリーズと HI7000/4シリーズの違いを示します。

表 3-15　サンプルタイマドライバの変更
番号 機能 HI7000シリーズ HI7000/4シリーズ

1 タイマドライバの
初期化

ユーザが、タイマ初期化ルーチンと、周期的
に vsys_clkを発行するタイマ割り込みハンド
ラを作成して、システムに組み込む必要があ
ります。

コンフィギュレータで CFG_TIMUSEを指定する
と、タイマ初期化ルーチンとして_kernel_tmrini()が
登録され、タイマ割り込みハンドラとして isig_tim
が定義されます。

2 タイマ初期化

ルーチン

名前は任意 _kernel_tmrini()　：固定

3 タイマ割り込み

ルーチン

名前は任意 _kernel_tmrint()　：固定

4 タイマ割り込み発
生

ユーザが作成したタイマ割り込みハンドラを
呼び出します。（ユーザがタイマ割り込みハ
ンドラをシステムに組み込む必要あり）

isig_timが割り込みハンドラとして起動し、isig_tim
はタイマ割り込みルーチン_kernel_tmrint()を呼び
出します。

5 システムクロック
の更新

タイマ割り込みハンドラ内で明示的に
vsys_clkを発行する必要があります。

isig_timがシステムクロックを更新するので、明示
的には必要ありません。

表 3-16　サンプルタイマドライバのコーティング例
ルーチン HI7000シリーズ HI7000/4シリーズ

タイマ初期化ルーチン void timer_init(void)

{

    /* タイマ初期化処理 */

}

void _kernel_tmrini(void)

{

    /* タイマ初期化処理 */

}

タイマ割り込みハンドラ void timer_handor(void)

{

    /* タイマ割り込みルーチン起動 */

     

    vsys_clk();

}

isig_tim()

  

 注：コンフィギュレータで設定されるので

記述する必要はありません

タイマ割り込みルーチン void timer_rutine(void)

{

   /* タイマ割り込み処理 */

}

void _kernel_tmrint(void)

{

    /* タイマ割り込み処理 */

}
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3.3.10　 時間管理方法
時間パラメータの実時間と、時間管理が変更になっています。
HI7000シリーズでの時間パラメータの単位時間は、ハードウェアタイマの割り込み周期の時間です。
HI7000/4シリーズでの時間パラメータの単位時間は 1ms固定です。
詳しくは表 3-17を参照してください。

表 3-17　時間パラメータの単位時間
番号 変更点 HI7000シリーズ HI7000/4シリーズ

1 時間パラメータの単位時間 ハードウェアタイマの周期時間 1ms(固定)

2 タイムティック周期時間 ｛（1／Q）×DIV｝×（n＋1）[ms]

Q：タイマモジュールへ供給される

クロック周波数

DIV：タイマモジュールのレジスタ

設定による分周比

n：タイマモジュールのカウンタ

レジスタに設定する値

TIC_NUME／TIC_DENO [ms]

TIC_NUME：タイムティック周期の分子

TIC_DENO：タイムティック周期の分母

コンフィギュレータで設定します。なお TIC_NUME,
TIC_DENOの少なくとも一方は 1を指定しなければ
なりません

時間管理の違いについて、HI7000シリーズは、システムクロックが指定タイムアウト値を経過した時点でタイムアウ
トになりますが、HI7000/4シリーズは、指定した時間が経過したことを保証しなければならないというμITRON4.0仕様
にあわせています。

HI7000シリーズと HI7000/4シリーズの時間管理の違いについては図 3-10を参照してください。

移行の際は、例えばハードウェアタイマの周期時間とタイムティック周期時間が同じで、実際のタイムアウトまでの時
間は、HI7000シリーズの設定値から－1したタイムアウト値を設定すれば、HI7000/4シリーズでも同じ実時間が取れま
す。このように実際にタイムアウト時間を計算して移行を行ってください、

twai_xxx(3)

1 2 3 4 5

HI7000

HI7000/4

HI7000シリーズはシステムクロックが指定タイムアウト数を経過した時点でタイムアウト 
になります。 
上記ではtwai_xxx(3)が発行されて、3クロック経過した時点でタイムアウトになります。 
この場合、実時間はおおよそ2ms～3msの範囲内になります。

HI7000/4シリーズは、実時間が経過した次のタイムティックでタイムアウトになります。 
上記ではtwai_xxx(3)が発行されて、3クロック経過しても実時間では3ms未満のため、 
3ms経過した4クロック目でタイムアウトになります。 
この場合、実時間はおおよそ3ms～4msの範囲内になります。

タイムティック周期時間が1msの場合

図 3-10　HI7000シリーズと HI7000/4シリーズの時間管理の違い
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3.3.11　 周期ハンドラ機能
HI7000/4シリーズの周期ハンドラは、HI7000シリーズに比べて全般に機能変更が行われています。
移行の際は、それぞれのマニュアルと、表 3-18、表 3-19、図 3-11を参考にして修正を行ってください。

表 3-18　HI7000シリーズと HI7000/4シリーズの周期ハンドラ比較表
HI7000シリーズの周期ハンドラ HI7000/4シリーズの周期ハンドラ

cre_cyc

icre_cyc

周期ハンドラの生成

acre_cyc

def_cyc

vasn_cyc

周期起動ハンドラ定義

周期起動ハンドラ指定番号の割り当てと定義

iacre_cyc

周期ハンドラの生成

(ID自動割り付け)

sta_cyc

ista_cyc

周期ハンドラの動作開始

stp_cyc

act_cyc 周期起動ハンドラ活性制御

istp_cyc

周期ハンドラの動作停止

ref_cycref_cycｆｆ 周期起動ハンドラ状態参照

iref_cyc

周期ハンドラの状態参照

ret_tmr タイマハンドラから復帰 ― 自動的に終了

― ― del_cyc 周期ハンドラの削除

表 3-19　周期ハンドラ移行の設定
動作 HI7000シリーズの設定 HI7000/4シリーズの設定

周期ハンドラ動作開始（起動位相保存） act_cyc:TCY_ON sta_cyc (cre_cycで TA_PHSを指定)

周期ハンドラ動作開始（起動位相クリア） act_cyc:TCY_INI sta_cyc (cre_cycで TA_PHSを指定しない)

周期ハンドラ動作停止 act_cyc:TCY_OFF stp_cyc

def_cyc

起動周期 起動周期

周期ハンドラ
起動act_cyc

TCY_OFF

起動周期

act_cyc
TCY_ON

周期ハンドラ
起動

周期ハンドラ
起動

起動周期

act_cyc
TCY_INI

起動位相 起動周期 起動周期

sta_cyc

（b）HI7000/4シリーズ：起動位相を保存する場合（TA_PHS指定あり）

cre_cyc

起動周期

周期ハンドラ
起動

周期ハンドラ
起動

周期ハンドラ
起動

周期ハンドラ
起動

起動位相 起動周期 起動周期

sta_cyc

（c）HI7000/4シリーズ：起動位相を保存しない場合（TA_PHS指定なし）

周期ハンドラ
起動

周期ハンドラ
起動

周期ハンドラ
起動

（a）HI7000シリーズの場合

cre_cyc

図 3-11　周期ハンドラの動作の違い



3.　追加/削除/変更機能

Rev.1.00 2005.06.07   3-16
RJJ05B0777-0100

3.3.12　 アラームハンドラ機能
HI7000/4シリーズのアラームハンドラは、HI7000シリーズに比べて全般に機能変更が行われています。
移行の際は、それぞれのマニュアルと表 3-20を参考にして修正を行ってください。

表 3-20　HI7000シリーズと HI7000/4シリーズのアラームハンドラ比較表
HI7000シリーズのアラームハンドラ HI7000/4シリーズのアラームハンドラ

cre_alm

icre_alm

アラームハンドラの生成

acre_alm

iacre_alm

アラームハンドラの生成

(ID番号自動割り付け)

sta_alm

ista_alm

アラームハンドラの動作開始

stp_alm

def_alm

vasn_alm

アラームハンドラ定義

アラームハンドラ指定番号の

割り当てと定義

istp_alm

アラームハンドラの動作停止

ref_almref_alm アラームハンドラ状態参照

iref_alm

アラームハンドラの状態参照

ret_tmr タイマハンドラから復帰 ― 自動的に終了

― ― del_alm アラームハンドラの削除

3.3.13　 SH-4での TA_COP1(FPUハンドラ 0)、TA_COP2(FPUバンク 1)属性
HI7750で通常の浮動小数点演算を使う場合、タスクやハンドラの起動では、TA_COP1指定でバンク 0(FPSCR.FR=0)、

TA_COP2指定でバンク 1 FPSCR.FR=1)でした。
HI7750/4で通常の浮動小数点演算を使う場合、ルーチンのエントリ関数の先頭で FPSCRを初期化し、バンク

0(FPSCR.FR=0)にする必要があります。属性の指定は、TA_COP1固定になります。

表 3-21　TA_COP1、TA_COP2属性の意味変更
タスク起動時の状態属性指定

HI7750 HI7750/4

TA_COP1 バンク０ バンク０

TA_COP2 バンク１ 指定できません

#include <machine.h>

#define INI_FPSCR 0x00080000

#pragma noregsave(Task)

void Task(VP_INT exinf)

{

    set_fpscr(INI_FPSCR);

    /* タスクの処理 */

    ext_tsk();

}

/* 組み込み関数set_fpscr()を使用するためにインクルード */

/* FPSCR初期値(FR=0, PR=1, DN=0, SZ=0, RM=B00) */

/* タスクの先頭でFPSCRを初期化 */

図 3-12　タスクにおける FPSCRの初期化例
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3.3.14　 オブジェクト名称機能
HI7000シリーズでのオブジェクト名称、オブジェクト名称機能が削除され、「オブジェクト名称から ID番号を取得す
る」ことができなくなりました。HI7000/4シリーズではこれらの機能の代替えとして、コンフィギュレータの機能を使
います。

HI7000/4シリーズでは、コンフィギュレータでオブジェクト生成時に、ID番号の自動割り付け機能で ID名称を指定し
ます。その ID名称は ID番号として扱うことができます。表 3-22に代替えの詳細を示します。

表 3-22　オブジェクト名称機能の代替
番号 機能 HI7000シリーズ HI7000/4シリーズ

1 オブジェクト/ID名称の設定 オブジェクトの生成時 コンフィギュレータ*

2 ID番号の取得 オブジェクト名称管理サービスコールに
より取得

ID名称ヘッダファイル(kernel_id.h,
kernel_id_sys.h)をインクルードすることによ
り、ID名称が ID番号として使用可能

【注】 * ID名称を指定できるのは製品ごとにサポート範囲が異なります。詳しくは該当マニュアルのコンフィギュレーションの章

をご覧ください。
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3.3.15　 システムダウンルーチン
HI7000/4シリーズのシステムダウンルーチンは、HI7000シリーズと比べていくつかの変更が行われています。
表 3-23にルーチン名の変更、表 3-24に渡される情報の比較を示します。

表 3-23　システムダウンルーチン名の変更
OS システムダウンルーチン名（固定）

HI7000シリーズ void  hi_sysdwn(W type, ER ercd, VW inf1, VW inf2)

HI7000/4シリーズ void  _kernel_sysdwn(W type, ER ercd, VW inf1, VW inf2)

HI7000/4シリーズでは HI7000シリーズに比べてシステムダウン要因の数が減っています。
表 3-24では、HI7000/4シリーズのシステムダウン情報にグレーの網掛けをしています。項番が同じ項目は同一のシス

テムダウン要因です。

表 3-24　システムダウンルーチンに渡される情報
システムダウンルーチンに渡されるパラメータ項番

OS システムダウン要因
エラー種別

W type (R4)

エラーコード

ER ercd (R5)

システムダウン
情報 1

VW inf1 (R6)

システムダウン
情報 2

VW inf2 (R7)

HI7000

シリーズ

vsys_dwnシステムコール 1～H’7fffffff vsys_dwnシステムコールのパラメータ1

HI7000/4

シリーズ

vsys_dwn, ivsys_dwnサービスコ
ール

1～H’7fffffff vsys_dwn, ivsys_dwnサービスコールのパラメータ

HI7000

シリーズ

カーネルビルドファイルまたは
セットアップファイルの初期登
録情報に誤りがあった場合

0 初期登録に対す
るシステムコー
ルのエラーコー
ド

0:カーネルビル
ドファイルでの
エラー

1:セットアップ
ファイルでのエ
ラー

カーネルビルド
ファイルまたは
セットアップフ
ァイルで何番目
の初期登録情報
でエラーとなっ
たかを示す

2

HI7000/4

シリーズ

コンフィギュレータでの初期登
録情報に誤りがあった場合

0 エラーコード 0:カーネル側

1:カーネル環境
側

カーネル側また
はカーネル環境
側の何番目の登
録でエラーとな
ったかを示す *5

HI7000

シリーズ

タスク独立部からの ext_tskシス
テムコールでコンテキストエラ
ーが発生

H’ffffffff(-1) E_CTX

(h’ffffffbb)

ext_tskを発行し
たアドレス+2

不定3

HI7000/4

シリーズ

非タスクコンテキストからの
ext_tskサービスコールでコンテ
キストエラーが発生

H’ffffffff(-1) E_CTX

(h’ffffffe7)

ext_tskを呼び出
したアドレス

不定

HI7000

シリーズ

タスク独立部からの exd_tskシ
ステムコールでコンテキストエ
ラーが発生

H’fffffffe(-2) E_CTX

(h’ffffffbb)

exd_tskを発行
したアドレス+2

不定4

HI7000/4

シリーズ

非タスクコンテキストからの
exd_tskサービスコールでコンテ
キストエラーが発生

H’fffffffe(-2) E_CTX

(h’ffffffe7)

exd_tskを呼び
出したアドレス

不定

5 HI7000

シリーズ

タスク独立部からの ret_intシス
テムコールでコンテキストエラ
ーが発生*3

H’fffffffd(-3) E_CTX

(h’ffffffbb)

ret_intを発行し
たアドレス+2

不定

6 HI7000

シリーズ

タスク独立部以外の状態からの
vsys_clkシステムコールでコン
テキストエラーが発生

H’fffffffc(-4) E_CTX

(h’ffffffbb)

vsys_clkを発行
したアドレス+2

不定

7 HI7000

シリーズ

拡張 SVCハンドラ,I/Oハンドラ
以外からの ret_svcシステムコー
ルでコンテキストエラーが発生

H’fffffffb(-5) E_CTX

(h’ffffffbb)

ret_svcを発行
したアドレス+2

不定
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システムダウンルーチンに渡されるパラメータ項番

OS システムダウン要因
エラー種別

W type (R4)

エラーコード

ER ercd (R5)

システムダウン
情報 1

VW inf1 (R6)

システムダウン
情報 2

VW inf2 (R7)

8 HI7000

シリーズ

タスク独立部からの vrst_tskシ
ステムコールでコンテキストエ
ラーが発生、または vrst_tskシス
テムコールでパラメータエラー
が発生

H’fffffff9(-7) E_CTX

(h’ffffffbb)

または

E_PAR

(h’ffffffdf)

vrst_tskを発行
したアドレス+2

不定

HI7000

シリーズ

未定義割り込み、例外が発生 H’fffffff0(-16) 例外コード *2

またはベクタ番
号

例外発生時の
PC *1

例外発生時の SR
*1

9

HI7000/4

シリーズ

未定義割り込み、例外が発生 H’fffffff0(-16) 例外コードまた
はベクタ番号 *4

例外発生時の
PC

例外発生時の SR

【注】*1 割り込み・例外・無条件トラップ発生時に、CPUが退避する情報です。

*2 HI7700、HI7750の場合は例外コードが渡されます。割り込み・例外・無条件トラップ発生時に、CPUが割
り込み事象レジスタ（INTEVTまたは INTEVT2）または例外事象レジスタ（EXPEVT）に設定する情報です。
HI7000の場合はベクタ番号が渡されます。
カーネルビルドファイルで、マクロ hi_anavecを NOTUSEとした場合は-1となります。

*3 HI7000のみ発生するエラーです。

*4 HI7700/4、HI7750/4の場合は、割り込み・例外・無条件トラップ発生時に、CPUが割り込み事象レジスタ
（INTEVTまたは INTEVT2）または例外事象レジスタ（EXPEVT）に設定する情報です。

*5 初期登録は、カーネル側が先にカーネル環境側が後に処理されます。カーネル側およびカーネル環境側での
初期登録の処理順は以下の通りで、それぞれの中の順序は各ビューでのリストに表示されている順序です。
ただし、カーネル側の(1)～(3)でシステムダウンが発生することはありえないため、初期登録のカウントには
含めません。
　(1)割り込み,CPU例外ハンドラビューでの割り込みハンドラの初期登録
　(2)割り込み,CPU例外ハンドラビューでの CPU例外ハンドラの初期登録
　(3)トラップ例外ハンドラビューでのトラップ用 CPU例外ハンドラの初期登録
　(4)タスクビューでのタスクおよびタスク例外処理ルーチンの初期登録
　(5)セマフォビューでのセマフォの初期登録
　(6)イベントフラグビューでのイベントフラグの初期登録
　(7)データキュービューでのデータキューの初期登録
　(8)メールボックスビューでのメールボックスの初期登録
　(9)ミューテックスビューでのミューテックスの初期登録
　(10)メッセージバッファビューでのメッセージバッファの初期登録
　(11)固定長メモリプールビューでの固定長メモリプールの初期登録
　(12)可変長メモリプールビューでの可変長メモリプールの初期登録
　(13)周期ハンドラビューでの周期ハンドラの初期登録
　(14)アラームハンドラビューでのアラームハンドラの初期登録
　(15)オーバーランハンドラビューでのオーバーランハンドラの初期登録
　(16)拡張サービスコールビューでの拡張サービスコールの初期登録
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3.3.16　 コーディング例

(1) タスク

タスクのコーディング例を図 3-13、図 3-14に示します。

#include “itron.h”

#pragma noregsave(task)

void Task (INT stacd)

{

    /* タスクの処理 */

    ext_tsk();

}

←タスク関数はリターンしないので、#pragma noregsaveを指定することができます。

←タスクを終了する場合は、必ずext_tskまたはexd_tskシステムコールを発行してください。

図 3-13　HI7000シリーズ：タスクのコーディング例

#include “itron.h”

#include “kernel.h”

#include “hkernel_id.h”

#pragma noregsave(Task)

void  Task(VP_INTexinf)

{

    /* タスクの処理 */

    ext_tsk();

}

←タスク関数はレジスタを保証する必要はないので、#pragma noregsaveを指定することができます。

←タスク生成時にTA_ACT属性が指定されて起動された場合、およびact_tskで起動された場合には、 
　パラメータとしてタスク生成時に指定されたexinfが渡され、sta_tskで起動された場合はsta_tsk 
　で指定されたstacdが渡されます。

←タスクを終了する場合は、ext_tskまたはexd_tskサービスコールを呼び出してください。

←関数の終了で、ext_tskが自動的に呼び出されます。

図 3-14　HI7000/4シリーズ：タスクのコーディング例
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(2) 拡張サービスコール(拡張 SVC)

拡張サービスルーチンのコーディング例を図 3-15、図 3-16に示します。

#include “itron.h”

#pragma noregsave(ExHandler)

void  ExHandler (ID reqid, UW 
par1)

{

    /* 拡張SVCハンドラの処理 */

    ret_svc(error_code);

}

←拡張SVCハンドラ関数はリターンしないので、#pragma noregsaveを指定することができます。

←拡張SVCハンドラには、拡張SVCで指定したパラメータが渡されます。

←拡張SVCハンドラの最後では、ret_svcシステムコールで終了してください。ret_svcのパラメー 
　タが、拡張SVCの呼び出し元にエラーコードとして返ります。

図 3-15　HI7000シリーズ：拡張 SVCのコーディング例

#include “itron.h”

#include “kernel.h”

#include “hkernel_id.h”

ER_UINT Svcrtn(VP_INT par1, VP_INT par2)

{

    /* 拡張ｻｰﾋﾞｽｺｰﾙﾙｰﾁﾝの処理 */

    return E_OK;

}

←拡張サービスコールルーチンには、cal_svcで指定したパラメータが渡されます。

←発行元にリターン値を返します。

図 3-16　HI7000/4シリーズ：拡張サービスコールルーチンのコーディング例
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(3) 割り込みハンドラ

割り込みハンドラのコーディング例を図 3-17、図 3-18、図 3-19に示します。

#include “itron.h”

#define stksz 512

VW  stk[stksz / sizeof(VW)];

static const VP

    p_stk=(VP)&stk[stksz/sizeof(VW)];

#pragma interrupt(Isr(sp=p_stk,tn=25))

/* #pragma interrupt(Isr(sp=p_stk)) */

void Isr(void)

{

    /* 割り込みハンドラの処理 */

}

←割り込みハンドラで使用するスタックを確保します。 
　同じ割り込みレベルのハンドラは、スタックを共有できます。

←スタックポインタの初期値をconst型として定義します。

←#pragma interruptにより、割り込みハンドラを割り込み関数として宣言します。割り 
　込み仕様として以下を指定してください。

・スタック切り替え指定（sp=）

・トラップリターン指定（tn=25）

　カーネル割り込みマスクレベル以下のレベルの割り込みハンドラはret_intシステムコ 
　ールで終了する必要があるので、“tn=25”を指定してください。カーネル割り込みマス 
　クレベルよりも高いレベルの割り込みハンドラはRTE命令で終了する必要があるので、ト 
　ラップリターン指定は行わないでください。

←割り込みハンドラは、void型の関数として記述します。

←#pragma interruptの指定により、自動的にret_intシステムコールが実行されます。

図 3-17　HI7000シリーズ：割り込みハンドラのコーディング例

#include “itron.h”

#include “kernel.h”

#include “hkernel_id.h”

#pragma noregsave(Inh)

void Inh(void)

{

}

←SH-2A, SH2A-FPUでバンク割り込みを使用する場合(CFG_REGBANKをチェック)は、レジスタ 
　を保証する必要はないので、#pragma noregsaveを指定することができます。

←割り込みハンドラは、void型の関数として記述します。

    /* 割り込みハンドラの処理 */

図 3-18　HI7000/4シリーズ：通常の割り込みハンドラのコーディング例
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#include “itron.h”

#include “kernel.h”

#include “hkernel_id.h”

#define stksz 512

VW  stk[stksz / sizeof(VW)];

static const VP  p_stk=(VP)&stk[stksz/sizeof(VW)];

#pragma interrupt(DirectInh(sp=p_stk,tn=25))

void DirectInh(void)

{

    /* 割り込みハンドラの処理 */

}

(1)

(2)

(3)

(4)

図 3-19　HI7000/4シリーズ：ダイレクト割り込みハンドラのコーディング例

（1） 割り込みハンドラで使用するスタックを確保します。NMI以外の割り込みは、必ずスタックを切り替えなけれ
ばなりません。これは、割り込まれる側のスタックのオーバフローを避けるためです。
同じ割り込みレベルのハンドラは、スタックを共有できます。ただし、NMI割り込みハンドラは専用のスタッ
クを持つことはできません。

（2） スタックポインタの初期値を const型として定義します。
（3） #pragma interruptにより、割り込みハンドラを割り込み関数として宣言します。割り込み関数仕様として、以

下を指定してください。
（a）"sp="指定（スタック切り替え）

スタックを切り替える場合は、（2）の変数を指定してください。
（b）"tn="指定（トラップリターン指定）

カーネル割り込みマスクレベルよりも高いレベル（NMIを含む）の割り込みハンドラは RTE命令で終了する
必要があるので、トラップリターン指定は行わないでください。
カーネル割り込みマスクレベル以下のレベルの割り込みの場合は、"tn=25"を指定してください。

（c）"resbank"指定（バンク割り込み）
SH-2Aおよび SH2A-FPUにおいて、バンク割り込みを使用する場合（CFG_REGBANKをチェック）に指定し
てください。ただし、NMIの場合は、指定してはなりません。

（4） 割り込み関数は、void型の関数として記述します｡
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4. サービスコールの相違

4.1 SVC相違一覧表

4.1.1 タスク管理機能
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

タスク生成(ダイナミックスタック使用) タスク生成(ダイナミックスタック使用)

ER ercd = cre_tsk(ID tskid, T_CTSK *pk_ctsk); ER ercd = cre_tsk(ID tskid, T_CTSK *pk_ctsk);

typedef struct t_ctsk { typedef struct t_ctsk {

VP exinf; 拡張情報 ATR tskatr; タスク属性

ATR tskatr; タスク属性 VP_INT exinf; 拡張情報

FP task; タスク起動アドレス FP task; タスク起動アドレス

PRI itskpri; 初期タスク優先度 PRI itskpri; 初期タスク優先度

UB cpumode;タスク CPUモード SIZE stksz; タスクスタックサイズ

INT stksz; タスクスタックサイズ VP stk; タスクスタック領域の
先頭アドレス

TMO quantum; タイムスライス時間

B *name; 名称を格納した領域の先頭ア
ドレス

1

cre_tsk

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CTSK;

cre_tsk

icre_tsk

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CTSK;

パケット
構造　変更

タスク生成(スタティックスタック使用) －2

vcre_tsk ER ercd = vcre_tsk(ID tskid, TASKP stadr, TPRI
itskpri);

該当なし

廃止

タスク生成(スタティックスタック使用) タスク生成(スタティックスタック使用)

ER ercd = vscr_tsk(ID tskid, T_CTSK *pk_ctsk);ER ercd = vscr_tsk(ID tskid, T_CTSK *pk_ctsk);

ER ercd = ivscr_tsk(ID tskid, T_CTSK *pk_ctsk);

typedef struct t_ctsk { typedef struct t_ctsk {

VP exinf; 拡張情報 ATR tskatr; タスク属性

　ATR tskatr; タスク属性 　VP_INT exinf; 拡張情報

　FP task; タスク起動アドレス 　FP task; タスク起動アドレス

　PRI itskpri; 初期タスク優先度 　PRI itskpri; 初期タスク優先度

　UB cpumode;タスク CPUモード 　SIZE stksz; タスクスタックサイズ

　INT stksz; タスクスタックサイズ 　VP stk; タスクスタック領域の
先頭アドレス

　TMO quantum; タイムスライス時間

　B *name; 名称を格納した領域の先頭ア
ドレス

3

vscr_tsk

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CTSK;

vscr_tsk

ivscr_tsk

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CTSK;

パケット
構造　変更
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HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

タスク IDの割り当てと生成(ダイナミックスタック使用) タスク生成(ID番号自動割り付け）(ダイナミックスタッ
ク使用)

ER_ID tskid = acre_tsk(T_CTSK *pk_ctsk);ER ercd = vasn_tsk(ID *p_tskid, T_CTSK *pk_ctsk);

ER_ID tskid = iacre_tsk(T_CTSK *pk_ctsk);

引
数
　ID

T_CTSK

*p_tskid;

*pk_ctsk;

生成したタスク IDを返す領域
の先頭
アドレス
タスク生成情報の先頭アドレス

引
数
　T_CTSK *pk_ctsk;タスク生成情報を格納

したパケットへの
ポインタ

返
値
　ER

ID
ercd;
*p_tskid;

 エラーコード
生成したタスク IDを格納した
領域の先頭アドレス

返
値
　ER_ID tskid; 生成したタスク ID(正

の値)またはエラーコ
ード

typedef struct t_ctsk { typedef struct t_ctsk {

　VP exinf; 拡張情報 　ATR tskatr; タスク属性

　ATR tskatr; タスク属性 　VP_INT exinf; 拡張情報

　FP task; タスク起動アドレス 　FP task; タスク起動アドレス

　PRI itskpri; 初期タスク優先度 　PRI itskpri; 初期タスク優先度

　UB cpumode;タスク CPUモード 　SIZE stksz; タスクスタックサイズ

　INT stksz; タスクスタックサイズ 　VP stk; タスクスタック領域の
先頭アドレス

　TMO quantum; タイムスライス時間

　B *name; 名称を格納した領域の先頭ア
ドレス

4

vasn_tsk

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CTSK;

acre_tsk

iacre_tsk

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CTSK;

SVC名、
引数、返値、
パケット
構造　変更

タスク削除 タスク削除5

del_tsk ER ercd = del_tsk(ID tskid); del_tsk ER ercd = del_tsk(ID tskid);

タスク起動 タスク起動

ER ercd = sta_tsk(ID tskid, VP_INT stacd);ER ercd = sta_tsk(ID tskid, INT stacd);

ER ercd = ista_tsk(ID tskid, VP_INT stacd);

6

sta_tsk

引
数

INT stacd タスク起動コード

sta_tsk

ista_tsk

引
数

VP_INT stacd タスク起動コード

引数型変更

－ タスクの起動

act_tsk ER ercd = act_tsk(ID tskid);

－

－ 該当なし

iact_tsk ER ercd = iact_tsk(ID tskid);

新機能

－ タスク起動要求のキャンセル

can_act ER_UINT actcnt = can_act(ID tskid);

－

－ 該当なし

ican_act ER_UINT actcnt = ican_act(ID tskid);

新機能

自タスクの再起動 －7

vrst_tsk void vrst_tsk(FP task, INT stacd); － 該当なし

廃止

3.1.4参照

自タスク終了 自タスク終了8

ext_tsk void ext_tsk(void); ext_tsk void ext_tsk();

自タスクの終了と削除 自タスクの終了と削除9

exd_tsk void exd_tsk(void); exd_tsk void exd_tsk();

他タスク強制終了 他タスク強制終了10

ter_tsk ER ercd = ter_tsk(ID tskid); ter_tsk ER ercd = ter_tsk(ID tskid);

ディスパッチ禁止 ディスパッチ禁止11

dis_dsp ER ercd = dis_dsp(void); dis_dsp ER ercd = dis_dsp();

ディスパッ
チの禁止の
意味が変更
3.3.1参照

ディスパッチ許可 ディスパッチ許可12

ena_dsp ER ercd = ena_dsp(void); ena_dsp ER ercd = ena_dsp();

ディスパッ
チの許可の
意味が変更
3.3.1参照
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HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

タスク優先度変更 タスク優先度変更13

chg_pri ER ercd = chg_pri(ID tskid, PRI tskpri); chg_pri

ichg_pri

ER ercd = chg_pri(ID tskid, PRI tskpri);

ER ercd = ichg_pri(ID tskid, PRI tskpri);

－ タスク優先度の参照－

－ 該当なし get_pri

iget_pri

ER ercd = get_pri(ID tskid, PRI *p_tskpri);

ER ercd = iget_pri(ID tskid, PRI *p_tskpri);

新機能

タスクのレディキュー回転 タスクのレディキュー回転14

rot_rdq ER ercd = rot_rdq(PRI tskpri); rot_rdq

irot_rdq

ER ercd = rot_rdq(PRI tskpri);

ER ercd = irot_rdq(PRI tskpri);

他タスクの待ち状態解除 他タスクの待ち状態解除15

rel_wai ER ercd = rel_wai(ID tskid); rel_wai

irel_wai

ER ercd = rel_wai(ID tskid);

ER ercd = irel_wai(ID tskid);

自タスク ID参照 実行状態のタスク IDの参照

ER ercd = get_tid(ID *p_tskid);ER ercd = get_tid(ID *p_tskid);

ER ercd = iget_tid(ID *p_tskid);

16

get_tid

動
作
タスク独立部から発行した場合は、タスク IDとし
て FALSE（0）を返す。

get_tid

iget_tid

動
作
非タスクコンテキストから呼び出された場
合はそのとき実行状態のタスク IDを返す。

非タスクコ
ンテキスト
で動作が違
う

タスク状態参照 タスク状態参照

ER ercd = ref_tsk(ID tskid, T_RTSK *pk_rtsk);ER ercd = ref_tsk(T_RTSK *pk_rtsk, ID tskid);

ER ercd = iref_tsk(ID tskid, T_RTSK *pk_rtsk);

typedef struct t_rtsk { typedef struct t_rtsk {

　VP exinf; 拡張情報 　STAT tskstat; タスク状態

　PRI tskpri; 現在のタスク優先度 　PRI tskpri; タスクの現在優先度

　UINT tskstat; タスク状態 　PRI tskbpri; タスクのベース優先度

　UINT tskwait; 待ち要因 　STAT tskwait; 待ち要因

　ID wid; 待ちオブジェクト ID 　ID wobjid; 待ちオブジェクト ID

　H wupcnt; 起床要求カウント 　TMO lefttmo; タイムアウトするまで
の時間

　H suscnt; SUSPEND要求カウント 　UINT actcnt; 起動要求キューイング
数

　UH tskmode; タスクの実行モード 　UINT wupcnt; 起床要求キューイング
数

　UH pndptn; 遅延されている要求の有無 　UINT suscnt; 強制待ち要求ネスト数

　FN s_fncd; 現在実行中の拡張 SVC番号 　UINT tskmode;タスクの実行モード

　DVN iodvn; 現在実行中の I/O番号 　UINT tflptn; 現在のタスク付属イベ
ントフラグの値

　INT remstksz;残りスタックサイズ

　UINT tflptn; 現在のタスク付属イベントフ
ラグの値

　FP task; タスク起動アドレス

　PRI itskpri; タスク起動時優先度

　UB cpumode;タスク CPUモード

　TMO quantum; タイムスライス時間

　B *name; 名称を返す領域の先頭アドレ
ス

17

ref_tsk

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_RTSK;

ref_tsk

iref_tsk

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CTSK;

引数並び、
パケット
構造　変更

タスク状態参照 －18

vtsk_sts ER ercd = vtsk_sts(UH *p_tskstat, TPRI *p_tskpri, ID
tskid);

－ 該当なし

廃止
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HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

－ タスクの状態参照(簡易版)－

－ 該当なし ref_tst ER ercd = ref_tst(ID tskid, T_RTST *pk_rtst);

ER ercd = iref_tst(ID tskid, T_RTST *pk_rtst);

新機能

タスク実行モードの設定 タスク実行モードの変更

ER ercd = vset_tmd(UINT settmd); ER ercd = vchg_tmd(UINT tmd);

引
数
　UINT settmd; セットするタスク実行モード 引

数
　UINT tmd; 変更するタスク実行モ

ード

19

vset_tmd

返
値

ER ercd; エラーコード

タスク実行モードのクリア

ER ercd = vclr_tmd(UINT clrtmd);

引
数
　UINT clrtmd; クリアするタスク実行モード

20

vclr_tmd

返
値
　ER ercd; エラーコード

vchg_tmd

返
値
　ER ercd; 正常終了（E_OK）ま

たはエラーコード

vchg_tmd
に統合
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4.1.2 タスク付属同期機能
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

他タスクを強制待ち状態へ移行 タスクを強制待ち状態へ移行

ER ercd = sus_tsk(ID tskid); ER ercd = sus_tsk(ID tskid);

ER ercd = isus_tsk(ID tskid);

1

sus_tsk

動
作
自タスクは指定不可

sus_tsk

isus_tsk

動
作

tskid=0で自タスクが指定可能

自タスク指
定可能に
3.3.8参照

強制待ち状態のタスクを再開 強制待ち状態のタスクを再開2

rsm_tsk ER ercd = rsm_tsk(ID tskid); rsm_tsk

irsm_tsk

ER ercd = rsm_tsk(ID tskid);

ER ercd = irsm_tsk(ID tskid);

強制待ち状態のタスクを強制再開 強制待ち状態のタスクを強制再開3

frsm_tsk ER ercd = frsm_tsk(ID tskid); frsm_tsk

ifrsm_tsk

ER ercd = frsm_tsk(ID tskid);

ER ercd = ifrsm_tsk(ID tskid);

自タスクを起床待ち状態へ移行 自タスクを起床待ち状態へ移行4

slp_tsk ER ercd = slp_tsk(void); slp_tsk ER ercd = slp_tsk();

自タスクを起床待ち状態へ移行(タイムアウト有) 自タスクを起床待ち状態へ移行(タイムアウト有)5

tslp_tsk ER ercd = tslp_tsk(TMO tmout); tslp_tsk ER ercd = tslp_tsk(TMO tmout);

タスクの起床 タスクの起床

ER ercd = wup_tsk(ID tskid);ER ercd = wup_tsk(ID tskid);

ER ercd = iwup_tsk(ID tskid);

6

wup_tsk

動
作
自タスクは指定不可

wup_tsk

iwup_tsk

動
作

tskid=0で自タスクが指定可能

自タスク指
定可能に
3.3.8参照

タスクの起床要求を無効化 タスクの起床要求を無効化

ER ercd = can_wup(INT *p_wupcnt, ID tskid); ER_UINT wupcnt = can_wup(ID tskid);

ER_UINT wupcnt = ican_wup(ID tskid);

引
数
　

INT
ID

*p_wupcnt;
tskid;

起床要求回数を返す領域の
先頭アドレス
タスク ID

引
数
　ID tskid; タスク ID

7

can_wup

返
値
　

ER
INT

ercd;
*p_wupcnt;

エラーコード
起床要求回数を格納した領
域の先頭アドレス

can_wup

ican_wup

返
値
　ER_UINT wupcnt; キューイングされていた起

床要求の回数(正の値または
0) またはエラーコード

引数、返値
変更

タスク付属イベントフラグのセット タスク付属イベントフラグのセット8

vset_tfl ER ercd = vset_tfl(ID tskid, UINT setptn); vset_tfl

ivset_tfl

ER ercd = vset_tfl(ID tskid, UINT setptn);

ER ercd = ivset_tfl(ID tskid, UINT setptn);

タスク付属イベントフラグのクリア タスク付属イベントフラグのクリア9

vclr_tfl ER ercd = vclr_tfl(ID tskid, UINT clrptn); vclr_tfl

ivclr_tfl

ER ercd = vclr_tfl(ID tskid, UINT clrptn);

ER ercd = ivclr_tfl(ID tskid, UINT clrptn);

タスク付属イベントフラグ待ち タスク付属イベントフラグ待ち10

vwai_tfl ER ercd = vwai_tfl(UINT *p_tflptn, UINT waiptn); vwai_tfl ER ercd = vwai_tfl(UINT waiptn, UINT *p_tflptn);

タスク付属イベントフラグ待ち(ポーリング) タスク付属イベントフラグ待ち(ポーリング)11

vpol_tfl ER ercd = vpol_tfl(UINT *p_tflptn, UINT waiptn); vpol_tfl ER ercd = vpol_tfl(UINT waiptn, UINT *p_tflptn);

タスク付属イベントフラグ待ち(タイムアウト有) タスク付属イベントフラグ待ち(タイムアウト有)12

vtwai_tfl ER ercd = vtwai_tfl(UINT *p_tflptn, UINT waiptn,
TMO tmout);

vtwai_tfl ER ercd = vtwai_tfl(UINT waiptn, UINT *p_tflptn,
TMO tmout);
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4.1.3 タスク例外管理機能
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠） 　

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API 　

－ タスク例外処理ルーチンの定義－

－ 該当なし def_tex

idef_tex

ER ercd = def_tex (ID tskid, T_DTEX *pk_dtex);

ER ercd = idef_tex (ID tskid, T_DTEX *pk_dtex);

新機能

－ タスク例外処理の要求－

－ 該当なし ras_tex

iras_tex

ER ercd = ras_tex(ID tskid, TEXPTN rasptn);

ER ercd = iras_tex(ID tskid, TEXPTN rasptn);

新機能

－ タスク例外処理の禁止－

－ 該当なし dis_tex ER ercd = dis_tex();

新機能

－ タスク例外処理の許可－

－ 該当なし ena_tex ER ercd = ena_tex();

新機能

－ タスク例外禁止状態の参照－

－ 該当なし sns_tex BOOL state =sns_tex();

新機能

－ タスク例外処理の状態参照－

－ 該当なし ref_tex

iref_tex

ER ercd = ref_tex(ID tskid, T_RTEX *pk_rtex);

ER ercd = iref_tex(ID tskid, T_RTEX *pk_rtex);

新機能
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4.1.4 同期･通信(セマフォ)機能
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠） 　

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API 　

セマフォ生成 セマフォ生成

ER ercd = cre_sem(ID semid, T_CSEM *pk_csem); ER ercd = cre_sem(ID semid, T_CSEM *pk_csem);

ER ercd = icre_sem(ID semid, T_CSEM *pk_csem);

typedef struct t_csem { typedef struct t_csem {

　VP exinf; 拡張情報 　ATR sematr; セマフォ属性

　ATR sematr; セマフォ属性 　UINT isemcnt; セマフォの資源数の初
期値

　INT isemcnt; セマフォの初期値 　UINT maxsem; セマフォの最大資源数

　B *name; 名称を格納した領域の先
頭アドレス

1

cre_sem

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CSEM;

cre_sem

icre_sem

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CSEM;

パケット
構造　変更

セマフォ IDの割り当てと生成 セマフォ IDの割り当てと生成

ER ercd = vasn_sem(ID *p_semid, T_CSEM
*pk_csem);

ER_ID semid = acre_sem(T_CSEM *pk_csem);

ER_ID semid = iacre_sem(T_CSEM *pk_csem);

引
数
　ID

T_CSEM

*p_semid;

*pk_csem;

生成したセマフォ IDを返
す領域の先頭アドレス
セマフォ生成情報の先頭
アドレス

引
数
　T_CSEM *pk_csem;セマフォ生成情報を格

納したパケットへのポ
インタ

返
値

ER
ID

ercd;
*p_semid;

エラーコード
生成したセマフォIDを格納
した領域の先頭アドレス

返
値
　ER_ID ercd 生成したセマフォの ID

番号（正の値）またはエ
ラーコード

typedef struct t_csem { typedef struct t_csem {

　VP exinf; 拡張情報 　ATR sematr; セマフォ属性

　ATR sematr; セマフォ属性 　UINT isemcnt; セマフォの資源数の初
期値

　INT isemcnt; セマフォの初期値 　UINT maxsem; セマフォの最大資源数

　B *name; 名称を格納した領域の先
頭アドレス

2

vasn_sem

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CSEM;

acre_sem

iacre_sem

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CSEM;

API名、
引数、返値、
パケット
構造変更

セマフォ削除 セマフォ削除3

del_sem ER ercd = del_sem(ID semid); del_sem ER ercd = del_sem(ID semid);

セマフォ資源返却 セマフォ資源返却4

sig_sem ER ercd = sig_sem(ID semid); sig_sem

isig_sem

ER ercd = sig_sem(ID semid);

ER ercd = isig_sem(ID semid);

セマフォ資源獲得 セマフォ資源獲得5

wai_sem ER ercd = wai_sem(ID semid); wai_sem ER ercd = wai_sem(ID semid);

セマフォ資源獲得(ポーリング) セマフォ資源獲得(ポーリング)6

preq_sem

ER ercd = preq_sem(ID semid);

pol_sem

ipol_sem

ER ercd = pol_sem(ID semid);

ER ercd = ipol_sem(ID semid);

SVC名
変更

セマフォ資源獲得(タイムアウト有) セマフォ資源獲得(タイムアウト有)7

　twai_sem ER ercd = twai_sem(ID semid, TMO tmout); twai_sem ER ercd = twai_sem(ID semid, TMO tmout);
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HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠） 　

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API 　

セマフォ状態参照 セマフォ状態参照

ER ercd = ref_sem(T_RSEM *pk_rsem, ID semid); ER ercd = ref_sem(ID semid, T_RSEM *pk_rsem);

ER ercd = iref_sem(ID semid, T_RSEM *pk_rsem);

引
数
　T_RSEM

ID
*pk_rsem;
semid;

セマフォ状態を返す領域
の先頭アドレス
セマフォ ID

引
数
　ID

T_RSEM
semid;
*pk_rsem;

セマフォ ID
セマフォ状態を返すパ
ケットへのポインタ

typedef struct t_rsem { typedef struct t_rsem {

　VP exinf; 拡張情報 　ID wtskid; 待ちタスク ID

　BOOL_IDwtsk; 待ちタスク ID 　UINT semcnt; 現在のセマフォカウン
ト値

　INT semcnt; 現在のセマフォカウント
値

　ATR sematr; セマフォ属性

　B *name; 名称を返す領域の先頭ア
ドレス

8

ref_sem

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_RSEM;

ref_sem

iref_sem

パ
ケ
ッ
ト
構
造 } T_RSEM;

引数、
パケット
構造　変更

セマフォ状態参照 －9

vsem_sts ER ercd = vsem_sts(ID *p_wtskid, W *p_semcnt,
ID semid);

－ 該当なし

廃止
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4.1.5 同期･通信(イベントフラグ)機能
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

イベントフラグ生成 イベントフラグ生成

ER ercd = cre_flg(ID flgid, T_CFLG *pk_cflg); ER ercd = cre_flg(ID flgid, T_CFLG *pk_cflg);

ER ercd = icre_flg(ID flgid, T_CFLG *pk_cflg);

typedef struct t_cflg { typedef struct t_cflg {

　VP exinf; 拡張情報 　ATR flgatr; イベントフラグ属性

　ATR flgatr; イベントフラグ属性 　FLGPTN iflgptn; イベントフラグの初期値

　UINT iflgptn; イベントフラグの初
期値

　B *name; 名称を格納した領域
の先頭アドレス

1

cre_flg

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CFLG;

cre_flg

icre_flg

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CFLG;

パケット構
造変更
クリア指定
方法変更
3.3.3, 3.3.4
参照

イベントフラグ IDの割り当てと生成 イベントフラグ生成（ID番号自動割り付け）

ER ercd = vasn_flg(ID *p_flgid, T_CFLG
*pk_cflg);

ER_ID flgid = acre_flg(T_CFLG *pk_cflg);

ER_ID flgid = iacre_flg(T_CFLG *pk_cflg);

引
数
　ID

T_CFLG

*p_flgid;

*pk_cflg;

生成したイベントフ
ラグ IDを返す領域の
先頭アドレス
イベントフラグ生成
情報の先頭アドレス

引
数
　T_CFLG *pk_cflgイベントフラグ生成情報を格納

したパケットへのポインタ

返
値
　ER

ID
ercd;
*p_flgid;

エラーコード
生成したイベントフラ
グ IDを格納した領域の
先頭アドレス

返
値
　ER_ID flgid 生成したイベントフラグの ID番

号（正の値）またはエラーコード

typedef struct t_cflg { typedef struct t_cflg {

　VP exinf; 拡張情報 　ATR flgatr; イベントフラグ属性

　ATR flgatr; イベントフラグ属性 　FLGPTN iflgptn; イベントフラグの初期値

　UINT iflgptn; イベントフラグの初
期値

　B *name; 名称を格納した領域
の先頭アドレス

2

vasn_flg

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CFLG;

acre_flg

iacre_flg

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CFLG;

SVC名、
引数、返値、
パケット
構造　変更

クリア指定
方法変更
3.3.3, 3.3.4
参照

イベントフラグ削除 イベントフラグ削除3

del_flg ER ercd = del_flg(ID flgid); del_flg ER ercd = del_flg(ID flgid);

イベントフラグのセット イベントフラグのセット

ER ercd = set_flg(ID flgid, UINT setptn); ER ercd = set_flg(ID flgid, FLGPTN setptn);

ER ercd = iset_flg(ID flgid, FLGPTN setptn);

4

set_flg

引
数

UINT setptn セットするビットパタ
ーン

set_flg

iset_flg

引
数

FLGPTN setptn セットするビットパターン

引数型変更

イベントフラグのクリア イベントフラグのクリア

ER ercd = clr_flg(ID flgid, UINT clrptn); ER ercd = clr_flg(ID flgid, FLGPTN clrptn);

ER ercd = iclr_flg(ID flgid, FLGPTN clrptn);

5

clr_flg

引
数

UINT clrptn クリアするビットパタ
ーン

clr_flg

iclr_flg

引
数

FLGPTN clrptn クリアするビットパターン

引数型変更



4.　サービスコールの相違

Rev.1.00 2005.06.07   4-10
RJJ05B0777-0100

HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

イベントフラグの待ち イベントフラグの待ち

ER ercd = wai_flg(UINT *p_flgptn, ID flgid,
UINT waiptn, UINT wfmode);

ER ercd = wai_flg(ID flgid, FLGPTN waiptn, MODE
wfmode, FLGPTN *p_flgptn);

6

wai_flg

引
数

UINT *p_flgptn待ち解除時のビット
パターンを返す領域
の先頭アドレス

wai_flg

引
数

FLGPTN *p_flgptn 待ち解除時のビットパタ
ーンを返す領域へのポイ
ンタ

引数型変更

クリア指定
方法変更
3.3.3, 3.3.4
参照

イベントフラグの待ち(ポーリング) イベントフラグの待ち(ポーリング)

ER ercd = pol_flg(UINT *p_flgptn, ID flgid,
UINT waiptn, UINT wfmode);

ER ercd = pol_flg(ID flgid, FLGPTN waiptn, MODE
wfmode, FLGPTN *p_flgptn);

ER ercd = ipol_flg(ID flgid, FLGPTN waiptn, MODE
wfmode, FLGPTN *p_flgptn);

7

pol_flg

引
数

UINT *p_flgptn待ち解除時のビット
パターンを返す領域
の先頭アドレス

pol_flg

ipol_flg

引
数

FLGPTN *p_flgptn 待ち解除時のビットパタ
ーンを返す領域へのポイ
ンタ

引数並び、
引数型
変更

クリア指定
方法変更
3.3.3, 3.3.4
参照

イベントフラグの待ち(タイムアウト有) イベントフラグの待ち(タイムアウト有)

ER ercd = twai_flg(UINT *p_flgptn, ID flgid,
UINT waiptn, UINT wfmode, TMO tmout);

ER ercd = twai_flg(ID flgid, FLGPTN waiptn, MODE
wfmode, FLGPTN *p_flgptn, TMO tmout);

8

twai_flg

引
数
　UINT *p_flgptn待ち解除時のビット

パターンを返す領域
の先頭アドレス

twai_flg

引
数
　FLGPTN *p_flgptn 待ち解除時のビットパタ

ーンを返す領域へのポイ
ンタ

引数並び、
引数型
変更
クリア指定
方法変更
3.3.3, 3.3.4
参照

イベントフラグ状態参照 イベントフラグ状態参照

ER ercd = ref_flg(ID flgid, T_RFLG *pk_rflg);ER ercd = ref_flg(T_RFLG *pk_rflg, ID flgid);

ER ercd = iref_flg(ID flgid, T_RFLG *pk_rflg);

typedef struct t_rflg { typedef struct t_rflg {

　VP exinf; 拡張情報 　ID wtskid; 待ちタスク ID

　BOOL_ID wtsk; 待ちタスク ID 　FLGPTN flgptn; イベントフラグの ビット
パターン

　UINT flgptn; イベントフラグの ビ
ットパターン

　ATR flgatr; イベントフラグ属性

　B *name; 名称を返す領域の先
頭アドレス

9

ref_flg

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_RFLG;

ref_flg

iref_flg

パ
ケ
ッ
ト
構
造 } T_RFLG;

引数並び、
パケット
構造　変更

イベントフラグ状態参照 －10

vflg_sts ER ercd = vflg_sts(ID *p_wtskid, UW
*p_flgptn, ID flgid);

－ 該当なし

廃止
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4.1.6 同期･通信(データキュー)機能
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

－ データキューの生成－

－ 該当なし cre_dtq

icre_dtq

ER ercd = cre_dtq(ID dtqid, T_CDTQ *pk_cdtq);

ER ercd = icre_dtq(ID dtqid, T_CDTQ *pk_cdtq);

新機能

－ データキューの生成(ID番号自動割り付け)－

－ 該当なし acre_dtq

iacre_dtq

ER_ID dtqid = acre_dtq(T_CDTQ *pk_cdtq);

ER_ID dtqid = iacre_dtq(T_CDTQ *pk_cdtq);

新機能

－ データキューの削除－

－ 該当なし del_dtq ER ercd = del_dtq(ID dtqid);

新機能

－ データキューへの送信－

－ 該当なし snd_dtq ER ercd = snd_dtq(ID dtqid, VP_INT data);

新機能

－ データキューへの送信(ポーリング)－

－ 該当なし psnd_dtq

ipsnd_dtq

ER ercd = psnd_dtq(ID dtqid, VP_INT data);

ER ercd = ipsnd_dtq(ID dtqid, VP_INT data);

新機能

－ データキューへの送信(タイムアウト有)－

－ 該当なし tsnd_dtq ER ercd = tsnd_dtq(ID dtqid, VP_INT data, TMO tmout);

新機能

－ データキューへの強制送信－

－ 該当なし fsnd_dtq

ifsnd_dtq

ER ercd = fsnd_dtq(ID dtqid, VP_INT data);

ER ercd = ifsnd_dtq(ID dtqid, VP_INT data);

新機能

－ データキューからの受信－

－ 該当なし rcv_dtq ER ercd = rcv_dtq(ID dtqid, VP_INT *p_data);

新機能

－ データキューからの受信(ポーリング)－

－ 該当なし prcv_dtq ER ercd = prcv_dtq(ID dtqid, VP_INT *p_data);

新機能

－ データキューからの受信(タイムアウト有)－

－ 該当なし trcv_dtq ER ercd = trcv_dtq(ID dtqid, VP_INT *p_data, TMO tmout);

新機能

－ データキューの状態参照－

－ 該当なし ref_dtq

iref_dtq

ER ercd = ref_dtq(ID dtqid, T_RDTQ *pk_rdtq);

ER ercd = iref_dtq(ID dtqid, T_RDTQ *pk_rdtq);

新機能
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4.1.7 同期･通信(メールボックス)機能
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

メイルボックス生成 メールボックス生成

ER ercd = cre_mbx(ID mbxid, T_CMBX
*pk_cmbx);

ER ercd = cre_mbx(ID mbxid, T_CMBX
*pk_cmbx);

ER ercd = icre_mbx(ID mbxid, T_CMBX
*pk_cmbx);

typedef struct t_cmbx { typedef struct t_cmbx {

　VP exinf; 拡張情報 　ATR mbxatr; メールボックス属性

　ATR mbxatr; メイルボックス属性 　PRI maxmpri; メッセージ優先度の最大
値

　B *name; 名称を格納した領域の先
頭アドレス

　VP mprihd; 優先度別メッセージキュ
ーヘッダの先頭アドレス

1

cre_mbx

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CMBX;

cre_mbx

icre_mbx

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CMBX;

パケット
構造　変
更
属性追加
3.3.5参照

メイルボックス IDの割り当てと生成 メールボックス IDの割り当てと生成

ER ercd = vasn_mbx(ID *p_mbxid, T_CMBX
*pk_cmbx);

ER_ID mbxid = acre_mbx(T_CMBX *pk_cmbx);

ER_ID mbxid = iacre_mbx(T_CMBX *pk_cmbx);

引
数
　ID

T_CMBX

*p_mbxid

*pk_cmbx

生成したメイルボックス
IDを返す領域の先頭ア
ドレス
メイルボックス生成情報
の先頭アドレス

引
数
　T_CMBX *pk_cmbxメールボックス生成情報

を格納したパケットへの
ポインタ

返
値
　ER
ID

ercd
*p_mbxid

エラーコード
生成したメイルボックス
IDを格納した領域の先
頭アドレス

返
値
　ER_ID mbxid 生成したメールボックス

の ID番号（正の値）、ま
たはエラーコード

typedef struct t_cmbx { typedef struct t_cmbx {

　VP exinf; 拡張情報 　ATR mbxatr; メールボックス属性

　ATR mbxatr; メイルボックス属性 　PRI maxmpri; メッセージ優先度の最大
値

　B *name; 名称を格納した領域の先
頭アドレス

　VP mprihd; 優先度別メッセージキュ
ーヘッダの先頭アドレス

2

vasn_mbx

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CMBX;

acre_mbx

iacre_mbx

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CMBX;

メイルボックス削除 メールボックス削除3

del_mbx ER ercd = del_mbx(ID mbxid); del_mbx ER ercd = del_mbx(ID mbxid);

SVC名、
引数、返
値、パケッ
ト構造
変更

属性追加
3.3.5参照

メイルボックスへ送信 メールボックスへ送信

ER ercd = snd_msg(ID mbxid, T_MSG *pk_msg); ER ercd = snd_mbx(ID mbxid, T_MSG *pk_msg);

ER ercd = isnd_mbx(ID mbxid, T_MSG *pk_msg);

typedef struct t_msg { typedef struct t_msg {

VP msghead;カーネル管理領域 VP msghead; カーネル管理領域

} T_MSG; メールボックスのメッセ
ージヘッダ

typedef struct t_msg_pri {

T_MSG msgque; メッセージヘッダ

PRI msgpri; メッセージ優先度

4

snd_msg

パ
ケ
ッ
ト

} T_MSG; メイルボックスのメッセ
ージヘッダ

snd_mbx

isnd_mbx

パ
ケ
ッ
ト

} T_MSG_PRI; メールボックスの優先度
付きメッセージヘッダ

SVC名
変更
メッセー
ジヘッダ
変更
3.3.6参照
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HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

メイルボックスのメッセージ行列先頭へメッセージ送信 －5

vjmp_msg ER ercd = vjmp_msg(ID mbxid, T_MSG
*pk_msg);

－ 該当なし

廃止
3.1.4参照

メイルボックスから受信 メールボックスから受信

ER ercd = rcv_msg(T_MSG **ppk_msg, ID
mbxid);

ER ercd = rcv_mbx(ID mbxid, T_MSG **ppk_msg);

typedef struct t_msg { typedef struct t_msg {

VP msghead;カーネル管理領域 VP msghead; カーネル管理領域

} T_MSG; メールボックスのメッセ
ージヘッダ

typedef struct t_msg_pri {

T_MSG msgque; メッセージヘッダ

PRI msgpri; メッセージ優先度

6

rcv_msg

パ
ケ
ッ
ト

} T_MSG; メイルボックスのメッセ
ージヘッダ

rcv_mbx

パ
ケ
ッ
ト

} T_MSG_PRI; メールボックスの優先度
付きメッセージヘッダ

SVC名、
引数並び
変更
メッセー
ジヘッダ
変更
3.3.6参照

メイルボックスから受信(ポーリング) メールボックスから受信(ポーリング)

ER ercd = prcv_msg(T_MSG **ppk_msg, ID
mbxid);

ER ercd = prcv_mbx(ID mbxid, T_MSG **ppk_msg);

ER ercd = iprcv_mbx(ID mbxid, T_MSG **ppk_msg);

typedef struct t_msg { typedef struct t_msg {

VP msghead;カーネル管理領域 VP msghead; カーネル管理領域

} T_MSG; メールボックスのメッセ
ージヘッダ

typedef struct t_msg_pri {

T_MSG msgque; メッセージヘッダ

PRI msgpri; メッセージ優先度

7

prcv_msg

パ
ケ
ッ
ト

} T_MSG; メイルボックスのメッセ
ージヘッダ

prcv_mbx

iprcv_mbx

パ
ケ
ッ
ト

} T_MSG_PRI; メールボックスの優先度
付きメッセージヘッダ

SVC名、
引数並び
変更
メッセー
ジヘッダ
変更
3.3.6参照

メイルボックスから受信(タイムアウト有) メールボックスから受信(タイムアウト有)

ER ercd = trcv_msg(T_MSG **ppk_msg, ID
mbxid, TMO tmout);

ER ercd = trcv_mbx(ID mbxid, T_MSG **ppk_msg,
TMO tmout);

typedef struct t_msg { typedef struct t_msg {

VP msghead;カーネル管理領域 VP msghead; カーネル管理領域

} T_MSG; メールボックスのメッセ
ージヘッダ

typedef struct t_msg_pri {

T_MSG msgque; メッセージヘッダ

PRI msgpri; メッセージ優先度

8

trcv_msg

パ
ケ
ッ
ト

} T_MSG; メイルボックスのメッセ
ージヘッダ

trcv_mbx

パ
ケ
ッ
ト

} T_MSG_PRI; メールボックスの優先度
付きメッセージヘッダ

SVC名、
引数並び
変更
メッセー
ジヘッダ
変更
3.3.6参照
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HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

メイルボックス状態参照 メールボックス状態参照

ER ercd = ref_mbx(T_RMBX *pk_rmbx, ID
mbxid);

ER ercd = ref_mbx(ID mbxid, T_RMBX *pk_rmbx);

ER ercd = iref_mbx(ID mbxid, T_RMBX *pk_rmbx);

typedef struct t_rmbx{ typedef struct t_rmbx{

　VP exinf; 拡張情報 ID wtskid; 待ちタスク ID

　BOOL_IDwtsk; 待ちタスク ID T_MSG *pk_msg; 次に受信されるメッセー
ジの先頭アドレス

　T_MSG *pk_msg; 次に受信されるメッセー
ジの先頭アドレス

　ATR mbxatr; メイルボックス属性

　B *name; 名称を返す領域の先頭ア
ドレス

} T_RMBX;

} T_RMBX;

typedef struct t_msg {　 typedef struct t_msg {

VP msghead;カーネル管理領域 VP msghead; カーネル管理領域

} T_MSG; メールボックスのメッセ
ージヘッダ

typedef struct t_msg_pri {

T_MS
G

msgque; メッセージヘッダ

PRI msgpri; メッセージ優先度

9

ref_mbx

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_MSG; メイルボックスのメッセ
ージヘッダ

ref_mbx

iref_mbx

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_MSG_PRI; メールボックスの優先度
付きメッセージヘッダ

引数並び、
パケット
構造　変
更メッセ
ージヘッ
ダ変更
3.3.6参照

メイルボックス状態参照 －10

vmbx_sts ER ercd = vmbx_sts(ID *p_wtskid, T_MSG
**ppk_msg, ID mbxid);

－ 該当なし

廃止
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4.1.8 拡張同期･通信(ミューテックス)機能

HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

－ ミューテックスの生成－

－ 該当なし cre_mtx ER ercd = cre_mtx(ID mtxid, T_CMTX *pk_cmtx);

新機能

－ ミューテックスの生成(ID番号自動割り付け)－

－ 該当なし acre_mtx ER_ID mtxid = acre_mtx(T_CMTX *pk_cmtx);

新機能

－ ミューテックスの削除－

－ 該当なし del_mtx ER ercd = del_mtx(ID mtxid);

新機能

－ ミューテックスのロック－

－ 該当なし loc_mtx ER ercd = loc_mtx(ID mtxid);

新機能

－ 同上(ポーリング)－

－ 該当なし ploc_mtx ER ercd = ploc_mtx(ID mtxid);

新機能

－ 同上(タイムアウト有)－

－ 該当なし tloc_mtx ER ercd = tloc_mtx(ID mtxid, TMO tmout);

新機能

－ ミューテックスのロック解除－

－ 該当なし unl_mtx ER ercd = unl_mtx(ID mtxid);

新機能

－ ミューテックスの状態参照－

－ 該当なし ref_mtx ER ercd = ref_mtx(ID mtxid, T_RMTX *pk_rmtx);

新機能
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4.1.9 同期･通信(メッセージバッファ)機能
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠） 　

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API 　

メッセージバッファ生成 メッセージバッファ生成

ER ercd = cre_mbf(ID mbfid, T_CMBF *pk_cmbf); ER ercd = cre_mbf(ID mbfid, T_CMBF *pk_cmbf);

ER ercd = icre_mbf(ID mbfid, T_CMBF *pk_cmbf);

typedef struct t_cmbf { typedef struct t_cmbf {

　VP exinf; 拡張情報 　ATR mbfatr; メッセージバッファ属性

　ATR mbfatr; メッセージバッファ属性 　UINT maxmsz; メッセージの最大サイズ
（バイト数）

　INT bufsz; メッセージバッファのサ
イズ（バイト数）

　SIZE mbfsz; メッセージバッファ領域
のサイズ（バイト数）

　INT maxmsz; メッセージの最大長（バ
イト数）

　VP mbf; メッセージバッファ領域
の先頭アドレス

　B *name; 名称を格納した領域の先
頭アドレス

1

cre_mbf

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CMBF;

cre_mbf

icre_mbf

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CMBF;

パケット構
造　変更
待ち行列動
作変更
3.3.7参照

メッセージバッファ IDの割り当てと生成 メッセージバッファ IDの割り当てと生成

ER_ID mbfid = acre_mbf(T_CMBF *pk_cmbf);ER ercd = vasn_mbf(ID *p_mbfid, T_CMBF
*pk_cmbf); ER_ID mbfid = iacre_mbf(T_CMBF *pk_cmbf);

引
数
　ID

T_CMBF

*p_mbfid

*pk_cmbf

生成したメッセージバッ
ファ IDを返す領域の先
頭アドレス
メッセージバッファ生成
情報の先頭アドレス

引
数
　T_CMBF *pk_cmbfメッセージバッファ生成

情報を格納したパケット
へのポインタ

返
値
　ER
ID

ercd
*p_mbfid

エラーコード
生成したメッセージバッ
ファ IDを格納した領域
の先頭アドレス

返
値
　ER_ID mbfid 生成したメッセージバッ

ファの ID番号（正の値）、
またはエラーコード

typedef struct t_cmbf { typedef struct t_cmbf {

　VP exinf; 拡張情報 　ATR mbfatr; メッセージバッファ属性

　ATR mbfatr; メッセージバッファ属性 　UINT maxmsz; メッセージの最大サイズ
（バイト数）

　INT bufsz; メッセージバッファのサ
イズ（バイト数）

　SIZE mbfsz; メッセージバッファ領域
のサイズ（バイト数）

　INT maxmsz; メッセージの最大長（バ
イト数）

　VP mbf; メッセージバッファ領域
の先頭アドレス

　B *name; 名称を格納した領域の先
頭アドレス

2

vasn_mbf

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CMBF;

acre_mbf

iacre_mbf

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CMBF;

SVC名、引
数、返値、
パケット構
造　変更
待ち行列動
作変更
3.3.7参照

メッセージバッファ削除 メッセージバッファ削除3

del_mbf ER ercd = del_mbf(ID mbfid); del_mbf ER ercd = del_mbf(ID mbfid);

メッセージバッファへ送信 メッセージバッファへ送信 引数型変更

ER ercd = snd_mbf(ID mbfid, VP msg, INT
msgsz);

ER ercd = snd_mbf(ID mbfid, VP msg, UINT
msgsz);

4

snd_mbf

引
数
　INT msgsz; 送信メッセージのサイズ

(バイト数)

snd_mbf

引
数
　UINT msgsz; 送信メッセージのサイズ

(バイト数)

待ち行列動
作変更
3.3.7参照
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HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠） 　

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API 　

メッセージバッファへ送信(ポーリング) メッセージバッファへ送信(ポーリング) 引数型変更

ER ercd = psnd_mbf(ID mbfid, VP msg, INT
msgsz);

ER ercd = psnd_mbf(ID mbfid, VP msg, UINT
msgsz);

ER ercd = ipsnd_mbf(ID mbfid, VP msg, UINT
msgsz);

5

psnd_mbf

引
数
　INT msgsz; 送信メッセージのサイズ

(バイト数)

psnd_mbf

ipsnd_mbf

引
数
　UINT msgsz; 送信メッセージのサイズ

(バイト数)

待ち行列動
作変更
3.3.7参照

メッセージバッファへ送信(タイムアウト有) メッセージバッファへ送信(タイムアウト有) 引数型変更

ER ercd = tsnd_mbf(ID mbfid, VP msg, INT
msgsz, TMO tmout);

ER ercd = tsnd_mbf(ID mbfid, VP msg, UINT
msgsz, TMO tmout);

6

tsnd_mbf

引
数
　INT msgsz; 送信メッセージのサイズ

(バイト数)

tsnd_mbf

引
数
　UINT msgsz; 送信メッセージのサイズ

(バイト数)

待ち行列動
作変更
3.3.7参照

メッセージバッファから受信 メッセージバッファから受信

ER ercd = rcv_mbf(VP msg, INT *p_msgsz, ID
mbfid);

ER_UINT msgsz = rcv_mbf(ID mbfid, VP msg);

引
数
　VP

INT

ID

msg

*p_msgsz

mbfid

送信メッセージを返す領
域の先頭アドレス
受信したメッセージのサ
イズを返す領域の先頭ア
ドレス (バイト数)
メッセージバッファ ID

引
数
　ID

VP
mbfid
msg

メッセージバッファ ID
送信メッセージを返す領
域への先頭アドレス

7

rcv_mbf

返
値
　ER
VP

INT

ercd
msg

*p_msgsz

エラーコード
送信メッセージを格納し
た領域の先頭アドレス
受信したメッセージのサ
イズを格納した領域の先
頭アドレス(バイト数)

rcv_mbf

返
値
　ER_UINT

VP

msgsz

msg

受信メッセージのサイズ
（バイト数、正の値）ま
たはエラーコード
送信メッセージを格納し
た領域の先頭アドレス

引数、返値
変更

待ち行列動
作変更
3.3.7参照

メッセージバッファから受信(ポーリング) メッセージバッファから受信(ポーリング)

ER ercd = prcv_mbf(VP msg, INT *p_msgsz, ID
mbfid);

ER_UINT msgsz = prcv_mbf(ID mbfid, VP msg);

引
数
　VP

INT

ID

msg

*p_msgsz

mbfid

送信メッセージを返す領
域の先頭アドレス
受信したメッセージのサ
イズを返す領域の先頭ア
ドレス (バイト数)
メッセージバッファ ID

引
数
　ID

VP
mbfid
msg

メッセージバッファ ID
送信メッセージを返す領
域への先頭アドレス

返
値
　ER
VP

INT

ercd
msg

*p_msgsz

エラーコード
送信メッセージを格納し
た領域の先頭アドレス
受信したメッセージのサ
イズを格納した領域の先
頭アドレス(バイト数)

返
値
　ER_UINT

VP

msgsz

msg

受信メッセージのサイズ
（バイト数、正の値）ま
たはエラーコード
送信メッセージを格納し
た領域の先頭アドレス

8

prcv_mbf

動
作
タスク独立部からも発行可能

prcv_mbf

動
作
非タスクコンテキストから発行不可

引数、返値
変更
非タスクか
ら発行不可
待ち行列動
作変更
3.3.7参照
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HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠） 　

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API 　

メッセージバッファから受信(タイムアウト有) メッセージバッファから受信(タイムアウト有)

ER ercd = trcv_mbf(VP msg, INT *p_msgsz, ID
mbfid, TMO tmout);

ER_UINT msgsz = trcv_mbf(ID mbfid, VP msg,
TMO tmout);

引
数
　VP

INT

ID
TMO

msg

*p_msgsz

mbfid
tmout

送信メッセージを返す領
域の先頭アドレス
受信したメッセージのサ
イズを返す領域の先頭ア
ドレス (バイト数)
メッセージバッファ ID
タイムアウト指定

引
数
　ID

VP

TMO

mbfid
msg

tmout

メッセージバッファ ID
送信メッセージを返す領
域への先頭アドレス
タイムアウト指定

9

trcv_mbf

返
値
　ER
VP

INT

ercd
msg

*p_msgsz

エラーコード
送信メッセージを格納し
た領域の先頭アドレス
受信したメッセージのサ
イズを格納した領域の先
頭アドレス(バイト数)

trcv_mbf

返
値
　ER_UINT

VP

msgsz

msg

受信メッセージのサイズ
（バイト数、正の値）ま
たはエラーコード
送信メッセージを格納し
た領域の先頭アドレス

引数、返値
変更
待ち行列動
作変更
3.3.7参照

メッセージバッファ状態参照 メッセージバッファ状態参照

ER ercd = ref_mbf(T_RMBF *pk_rmbf, ID mbfid); ER ercd = ref_mbf(ID mbfid, T_RMBF *pk_rmbf);

ER ercd = iref_mbf(ID mbfid, T_RMBF *pk_rmbf);

typedef struct t_rmbf { typedef struct t_rmbf {

　VP exinf; 拡張情報 　ID stskid; 送信待ち行列の先頭タス
ク ID

　BOOL_I
D

wtsk; 受信待ちタスク ID 　ID rtskid; 受信待ち行列の先頭タス
ク ID

　BOOL_I
D

stsk; 送信待ちタスク ID 　UINT smsgcnt; メッセージバッファに入
っているメッセージの数

　INT msgsz; 次に受信されるメッセー
ジのサイズ（バイト数）

　SIZE fmbfsz; 空きバッファのサイズ
（バイト数）

　INT frbufsz; 空きバッファのサイズ
（バイト数）

　ATR mbfatr; メッセージバッファ属性

　INT bufsz; メッセージバッファのサ
イズ（バイト数）

　INT maxmsz; メッセージの最大長（バ
イト数）

　B *name; 名称を返す領域の先頭ア
ドレス

10

ref_mbf

} T_RMBF;

ref_mbf

iref_mbf

} T_RMBF;

引数並び、
パケット構
造　変更待
ち行列動作
変更 3.3.7
参照
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4.1.10 割り込み管理機能
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容　

　 SVC API SVC API

割り込みハンドラ定義 割り込みハンドラ定義

ER ercd = def_inh(INHNO inhno, T_DINH *pk_dinh);ER ercd = def_int(UINT dintno, T_DINT
*pk_dint); ER ercd = idef_inh(INHNO inhno, T_DINH *pk_dinh);

typedef struct t_dint { typedef struct t_dinh {

　ATR intatr; ハンドラ属性 　ATR inhatr; ハンドラ属性

　FP inthdr; ハンドラアドレス 　FP inthdr; ハンドラアドレス

　UINTintsr; 起動時の SR(HI7000S/3で
は無視されます)

　UINT inhsr; 起動時の SR(HI7000/4では無
視されます)

1

def_int

パ
ケ
ッ
ト

} T_DINT;

def_inh

idef_inh

パ
ケ
ッ
ト

}  T_DINH;

SVC名、
パケット名
変更

トラップ例外処理ルーチン定義[HI7700, HI7750] CPU例外ハンドラ（TRAP例外）

ER ercd = vdef_trp(UINT dtrpno, T_DTRP
*pk_dtrp);

ER ercd = vdef_trp(UINT dtrpno, T_DTRP *pk_dtrp);

ER ercd = ivdef_trp(UINT dtrpno, T_DTRP *pk_dtrp);

typedef struct t_dtrp { typedef struct t_dtrp {

　ATR trpatr; トラップ例外処理ルーチン
属性

　ATR trpatr; CPU例外(TRAPA命令例外)
ハンドラ属性

　FP trphdr; トラップ例外処理ルーチン
アドレス

　FP trphdr; CPU例外(TRAPA命令例外)
ハンドラアドレス

　UINTtrpsr; トラップ例外処理ルーチン
起動時 SR

　UINT trpsr; CPU例外(TRAPA命令例外)
ハンドラ起動時 SR

2

vdef_trp

パ
ケ
ッ
ト

} T_DTRP;

vdef_trp

ivdef_trp

パ
ケ
ッ
ト

}  T_DTRP;

SVC名、
パケット名
変更

－ CPU例外ハンドラの定義－

－ 該当なし def_exc

idef_exc

ER ercd = def_exc(EXCNO excno, T_DEXC
*pk_dexc);

ER ercd = idef_exc(EXCNO excno, T_DEXC
*pk_dexc);

新機能

割り込みハンドラから復帰 割り込みハンドラから復帰3

ret_int [HI7000] "#pragma interrupt"文により、割り込み
ハンドラ関数の最後で自動的に発行されます

[HI7700, HI7750] 割り込みハンドラ関数からの
リターンで自動的に発行されます

－ [HI7000/4　ダイレクト割り込みハンドラ] "#pragma
interrupt"文により、割り込みハンドラ関数の最後で自
動的で復帰します

[HI7000/4シリーズ　通常割り込みハンドラ] 割り込
みハンドラ関数からのリターンで自動的で復帰しま
す

例外処理から復帰 例外処理から復帰4

vret_exc[HI7000] "#pragma interrupt"文により、例外処理
ルーチン関数の最後で自動的に発行されます

[HI7700, HI7750] 例外処理ルーチン関数からの
リターンで自動的に発行されます

－ CPU例外ハンドラからのリターンで自動的で復帰し
ます

割り込みとディスパッチの禁止 CPUロック状態への移行5

loc_cpu ER ercd = loc_cpu(void); loc_cpu

iloc_cpu

ER ercd = loc_cpu();

ER ercd = iloc_cpu();

CPUロック
の意味　変
更 3.3.1参照

割り込みとディスパッチの許可 CPUロック状態の解除6

unl_cpu ER ercd = unl_cpu(void); unl_cpu

iunl_cpu

ER ercd = unl_cpu();

ER ercd = iunl_cpu();

CPUロック
の意味　変
更 3.3.1参照
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HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容　

　 SVC API SVC API

割り込みマスクレベル変更 割り込みマスクレベル変更7

chg_imsER ercd = chg_ims(UINT imask); chg_ims

ichg_ims

ER ercd = chg_ims(IMASK imask);

ER ercd = ichg_ims(IMASK imask);

割り込みマスクレベル参照 割り込みマスクレベル参照

ER ercd = ref_ims(UINT *p_imask); ER ercd = get_ims(IMASK *p_imask);

ER ercd = iget_ims(IMASK *p_imask);

8

ref_ims

引
数
　UINT*p_imask;割り込みマスクレベルを返

す領域の先頭アドレス

get_ims

iget_ims

引
数
　IMASK *p_imask; 割り込みマスクレベルを返す

領域の先頭アドレス

SVC名、
引数型
変更
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4.1.11 メモリプール管理(固定長メモリプール)機能
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠） 　

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API 　

固定長メモリプール生成 固定長メモリプール生成

ER ercd = cre_mpf(ID mpfid, T_CMPF
*pk_cmpf);

ER ercd = cre_mpf(ID mpfid, T_CMPF *pk_cmpf);

ER ercd = icre_mpf(ID mpfid, T_CMPF *pk_cmpf);

typedef struct t_cmpf { typedef struct t_cmpf {

　VP exinf; 拡張情報 　ATR mpfatr; 固定長メモリプール属性

　ATR mpfatr; 固定長メモリプール属
性

　UINT blkcnt; メモリプール全体のブロ
ック数

　INT mpfcnt; メモリプール全体のブ
ロック数

　UINT blksz; 固定長メモリブロックサ
イズ（バイト数）

　INT blfsz; 固定長メモリブロック
サイズ（バイト数）

　VP mpf; 固定長メモリプール領域
の先頭アドレス

　B *name; 名称を格納した領域の
先頭アドレス

　VP mpfmb; 固定長メモリブロック管
理領域の先頭アドレス
(HI7000/4で
CFG_MPFMANAGEをチ
ェックした場合のみある
項目)

1

cre_mpf

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CMPF;

cre_mpf

icre_mpf

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_CMPF;

パケット
構造変更

固定長メモリプール IDの割り当てと生成 固定長メモリプール IDの割り当てと生成

ER ercd = vasn_mpf(ID *p_mpfid, T_CMPF
*pk_cmpf);

ER_ID mpfid = acre_mpf(T_CMPF *pk_cmpf);

ER_ID mpfid = iacre_mpf(T_CMPF *pk_cmpf);

引
数
　ID

T_CMPF

*p_mpfid

*pk_cmpf

生成した固定長メモリ
プール IDを返す領域の
先頭アドレス
固定長メモリプール生
成情報の先頭アドレス

引
数
　T_CMPF *pk_cmpf固定長メモリプール生成

情報を格納したパケット
へのポインタ

2

vasn_mpf

返
値
　ER

ID
ercd
*p_mpfid

エラーコード
生成した固定長メモリ
プール IDを格納した領
域の先頭アドレス

acre_mpf

iacre_mpf

返
値
　ER_ID mpfid 生成した固定長メモリプ

ールの ID番号（正の値）
またはエラーコード

SVC名、
引数、返値、
パケット
構造　変更

固定長メモリプール削除 固定長メモリプール削除3

del_mpf ER ercd = del_mpf(ID mpfid); del_mpf ER ercd = del_mpf(ID mpfid);

固定長メモリブロック獲得 固定長メモリブロック獲得4

get_blf ER ercd = get_blf(VP *p_blf, ID mpfid); get_mpf ER ercd = get_mpf(ID mpfid, VP *p_blk);

SVC名、引数
並び　変更

固定長メモリブロック獲得(ポーリング) 固定長メモリブロック獲得(ポーリング)

pget_mpf ER ercd = pget_mpf(ID mpfid, VP *p_blk);

5

pget_blf ER ercd = pget_blf(VP *p_blf, ID mpfid);

ipget_mpf ER ercd = ipget_mpf(ID mpfid, VP *p_blk);

SVC名、引数
並び　変更

固定長メモリブロック獲得(タイムアウト有) 固定長メモリブロック獲得(タイムアウト有)6

tget_blf ER ercd = tget_blf(VP *p_blf, ID mpfid, TMO
tmout);

tget_mpf ER ercd = tget_mpf(ID mpfid, VP *p_blk, TMO
tmout);

SVC名、引数
並び　変更

固定長メモリブロック返却 固定長メモリブロック返却7

rel_blf ER ercd = rel_blf(ID mpfid, VP blf); rel_mpf

irel_mpf

ER ercd = rel_mpf(ID mpfid, VP blk);

ER ercd = irel_mpf(ID mpfid, VP blk);

SVC名
変更
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HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠） 　

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API 　

固定長メモリプール状態参照 固定長メモリプール状態参照

ER ercd = ref_mpf(T_RMPF *pk_rmpf, ID mpfid); ER ercd = ref_mpf(ID mpfid, T_RMPF *pk_rmpf);

ER ercd = iref_mpf(ID mpfid, T_RMPF *pk_rmpf);

typedef struct t_rmpf { typedef struct t_rmpf {

VP exinf; 拡張情報 ID wtskid; 待ちタスク ID

BOOL_IDwtsk; 待ちタスク ID UINT fblkcnt; 空き領域のブロック数

INT frbcnt; 空き領域のブロック数

ATR mpfatr; 固定長メモリプール属
性

INT mpfcnt; メモリプール全体のブ
ロック数

INT blfsz; 固定長メモリブロック
サイズ（バイト数）

B *name; 名称を返す領域の先頭
アドレス

8

ref_mpf

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_RMPF;

ref_mpf

iref_mpf

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_RMPF;

引数並び、パ
ケット構造
変更

固定長メモリプール状態参照 －9

vmpf_sts ER ercd = vmpf_sts(ID *p_wtskid, W *p_frbcnt,
ID mpfid);

－ 該当なし

廃止
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4.1.12 メモリプール管理(可変長メモリプール)機能
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

可変長メモリプール生成 可変長メモリプール生成

ER ercd = cre_mpl(ID mplid, T_CMPL
*pk_cmpl);

ER ercd = cre_mpl(ID mplid, T_CMPL *pk_cmpl);

ER ercd = icre_mpl(ID mplid, T_CMPL *pk_cmpl);

typedef struct t_cmpl { typedef struct t_cmpl {

　VP exinf; 拡張情報 　ATR mplatr; 可変長メモリプール属性

　ATR mplatr; 可変長メモリプール属性 　SIZE mplsz; メモリプール全体のサイズ
（バイト数）

　INT mplsz; メモリプール全体のサイ
ズ（バイト数）

　VP mpl; 可変長メモリプール領域の
先頭アドレス

　B *name; 名称を格納した領域の先
頭アドレス

1

cre_mpl

パ
ケ
ッ
ト
構
造

｝T_CMPL;

cre_mpl

icre_mpl

パ
ケ
ッ
ト
構
造

｝T_CMPL;

パケット
構造　変更

可変長メモリプール IDの割り当てと生成 可変長メモリプール IDの割り当てと生成

ER ercd = vasn_mpl(ID *p_mplid, T_CMPL
*pk_cmpl);

ER_ID mplid = acre_mpl(T_CMPL *pk_cmpl);

ER_ID mplid = iacre_mpl(T_CMPL *pk_cmpl);

引
数
　ID

T_CMPL

*p_mplid

*pk_cmpl

生成した可変長メモリプ
ール IDを返す領域の先
頭アドレス
可変長メモリプール生成
情報の先頭アドレス

引
数
　T_CMPL *pk_cmpl可変長メモリプール生成情

報を格納したパケットへの
ポインタ

2

vasn_mpl

返
値
　ER
ID

ercd
*p_mplid

エラーコード
生成した可変長メモリプ
ール IDを格納した領域
の先頭アドレス

acre_mpl

iacre_mpl

返
値
　ER

ID
ercd
*p_mplid

エラーコード
生成した可変長メモリプー
ル IDを格納した領域の先
頭アドレス

SVC名、
引数、返値、
パケット
構造　変更

可変長メモリプール削除 可変長メモリプール削除3

del_mpl ER ercd = del_mpl(ID mplid); del_mpl ER ercd = del_mpl(ID mplid);

可変長メモリブロック獲得 可変長メモリブロック獲得4

get_blk ER ercd = get_blk(VP *p_blk, ID mplid, INT
blksz);

get_mpl ER ercd = get_mpl(ID mplid, UINT blksz, VP
*p_blk);

SVC名、引数
並び　変更

可変長メモリブロック獲得(ポーリング) 可変長メモリブロック獲得(ポーリング)

pget_mpl ER ercd = pget_mpl(ID mplid, UINT blksz, VP
*p_blk);

5

pget_blk ER ercd = pget_blk(VP *p_blk, ID mplid, INT
blksz);

ipget_mpl ER ercd = ipget_mpl(ID mplid, UINT blksz, VP
*p_blk);

SVC名、引数
並び　変更

可変長メモリブロック獲得(タイムアウト有) 可変長メモリブロック獲得(タイムアウト有)6

tget_blk ER ercd = tget_blk(VP *p_blk, ID mplid, INT
blksz, TMO tmout);

tget_mpl ER ercd = tget_mpl(ID mplid, UINT blksz, VP
*p_blk, TMO tmout);

SVC名、引数
並び　変更

可変長メモリブロック返却 可変長メモリブロック返却7

rel_blk ER ercd = rel_blk(ID mplid, VP blk); rel_mpl

irel_mpl

ER ercd = rel_mpl(ID mplid, VP blk);

ER ercd = irel_mpl(ID mplid, VP blk);

SVC名
変更



4.　サービスコールの相違

Rev.1.00 2005.06.07   4-24
RJJ05B0777-0100

HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

可変長メモリプール状態参照 可変長メモリプール状態参照

ER ercd = ref_mpl(ID mplid, T_RMPL *pk_rmpl);ER ercd = ref_mpl(T_RMPL *pk_rmpl, ID mplid);

ER ercd = iref_mpl(ID mplid, T_RMPL *pk_rmpl);

typedef struct t_rmpl { typedef struct t_rmpl {

　

　VP exinf; 拡張情報 　ID wtskid; 待ちタスク ID

　BOOL_ID wtsk; 待ちタスク ID 　SIZE fmplsz; 空き領域の合計サイズ（バ
イト数）

　INT frsz; 空き領域の合計サイズ
（バイト数）

　UINT fblksz; 獲得可能な最大メモリブロ
ックサイズ（バイト数）

　INT maxsz; 最大の空き領域のサイズ
（バイト数）

　ATR mplatr; 可変長メモリプール属性

　INT mplsz; メモリプール全体のサイ
ズ（バイト数）

　B *name; 名称を返す領域の先頭ア
ドレス

8

ref_mpl

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_RMPL;

ref_mpl

iref_mpl

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_RMPL;

引数並び、
パケット
構造　変更
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4.1.13 時間管理機能
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

システムクロック設定 システムクロック設定1

set_tim ER ercd = set_tim(SYSTIME *pk_tim); set_tim

iset_tim

ER ercd = set_tim(SYSTIM *p_systim);

ER ercd = iset_tim(SYSTIM *p_systim);

時間管理変更
3.3.10参照

システムクロック参照 システムクロック参照2

get_tim ER ercd = get_tim(SYSTIME *pk_tim); get_tim

iget_tim

ER ercd = get_tim(SYSTIM *p_systim);

ER ercd = iget_tim(SYSTIM *p_systim);

時間管理変更
3.3.10参照

タスク遅延 タスク遅延3

dly_tsk ER ercd = dly_tsk(DLYTIME dlytim); dly_tsk ER ercd = dly_tsk(RELTIM dlytim);

時間管理変更
3.3.10参照

周期起動ハンドラ定義 周期ハンドラ定義4

def_cyc ER ercd = def_cyc(HNO cycno,
T_DCYC *pk_dcyc);

cre_cyc

icre_cyc

ER ercd = cre_cyc(ID cycid, T_CCYC *pk_ccyc);

ER ercd = icre_cyc(ID cycid, T_CCYC *pk_ccyc);

周期起動ハンドラ指定番号の割り当てと定義 周期ハンドラ定義（ID番号自動割り付け）5

vasn_cyc ER ercd = vasn_cyc(HNO *p_cycno,
T_DCYC *pk_dcyc);

acre_cyc

iacre_cyc

ER_ID cycid = acre_cyc(T_CCYC *pk_ccyc);

ER_ID cycid = iacre_cyc(T_CCYC *pk_ccyc);

－ 周期起動ハンドラ削除－

－ 該当なし del_cyc ER ercd = del_cyc(ID cycid);

周期起動ハンドラ活性制御 周期ハンドラ動作開始

sta_cyc

ista_cyc

ER ercd = sta_cyc(ID cycid);

ER ercd = ista_cyc(ID cycid);

周期ハンドラ動作停止

6

act_cyc ER ercd = act_cyc(HNO cycno, UINT
cycact);

stp_cyc

istp_cyc

ER ercd = stp_cyc(ID cycid);

ER ercd = istp_cyc(ID cycid);

周期起動ハンドラ状態参照 周期ハンドラ状態参照7

ref_cyc ER ercd = ref_cyc(T_RCYC *pk_rcyc,
HNO cycno);

ref_cyc

iref_cyc

ER ercd = ref_cyc(ID cycid, T_RCYC *pk_rcyc);

ER ercd = iref_cyc(ID cycid, T_RCYC *pk_rcyc);

全般に機能変更
3.3.10, 3.3.11参照

アラームハンドラ定義 アラームハンドラ定義8

def_alm ER ercd = def_alm(HNO almno,
T_DALM *pk_dalm);

cre_alm

icre_alm

ER ercd = cre_alm(ID almid, T_CALM *pk_calm);

ER ercd = icre_alm(ID almid, T_CALM *pk_calm);

アラームハンドラ指定番号の割り当てと定義 アラームハンドラ定義（ID番号自動割り付け）9

vasn_alm ER ercd = vasn_alm(HNO *p_almno,
T_DALM *pk_dalm);

acre_alm

iacre_alm

ER_ID almid = acre_alm(T_CALM *pk_calm);

ER_ID almid = iacre_alm(T_CALM *pk_calm);

－ アラームハンドラの削除－

－ 該当なし del_alm ER ercd = del_alm(ID almid);

－ アラームハンドラの動作開始－

－ 該当なし sta_alm

ista_alm

ER ercd = sta_alm(ID almid, RELTIM almtim);

ER ercd = ista_alm(ID almid, RELTIM almtim);

－ アラームハンドラの動作停止－

－ 該当なし stp_alm

istp_alm

ER ercd = stp_alm(ID almid);

ER ercd = istp_alm(ID almid);

アラームハンドラ状態参照 アラームハンドラ状態参照10

ref_alm ER ercd = ref_alm(T_RALM *pk_ralm,
HNO almno);

ref_alm

iref_alm

ER ercd = ref_alm(ID almid, T_RALM *pk_ralm);

ER ercd = iref_alm(ID almid, T_RALM *pk_ralm);

全般に機能変更
3.3.10, 3.3.12参照
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HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

タイマハンドラから復帰 周期ハンドラ、アラームハンドラから復帰11

ret_tmr タイマハンドラ関数からのリターンで
自動的に発行されます

－ 自動的に発行されます

時間管理変更
3.3.10参照

自タスクのタイムスライス時間変更 －12

vchg_qua ER ercd = vchg_qua(ID tskid, TMO
quantum);

－ 該当なし

オーバーランハンドラ
で同等の動作可能
3.1.1参照

システムクロック更新 システムクロック更新13

vsys_clk void vsys_clk(void); isig_tim CFG_TIMUSEを選択することで自動的に組み込
まれます。

タイマドライバ変更
3.3.9参照

4.1.14 時間管理機能(オーバーランハンドラ)

HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

－ オーバーランハンドラの定義－

－ 該当なし def_ovr ER ercd = def_ovr(T_DOVR *pk_dovr);

新機能

－ オーバーランハンドラの動作開始－

－ 該当なし sta_ovr

ista_ovr

ER ercd = sta_ovr(ID tskid, OVRTIM ovrtim);

ER ercd = ista_ovr(ID tskid, OVRTIM ovrtim);

新機能

－ オーバーランハンドラの動作停止－

－ 該当なし stp_ovr

istp_ovr

ER ercd = stp_ovr(ID tskid);

ER ercd = istp_ovr(ID tskid);

新機能

－ オーバーランハンドラの状態参照－

－ 該当なし ref_ovr

iref_ovr

ER ercd = ref_ovr(ID tskid, T_ROVR *pk_rovr);

ER ercd = iref_ovr(ID tskid, T_ROVR *pk_rovr);

新機能
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4.1.15 キャッシュサポート機能[HI7700, HI7750]
(HI7700/4: SH-3, SH3-DSP用)　変更
(HI7750/4:SH-4用)　変更
(HI7700/4:SH4AL-DSP, HI7750/4:SH-4A用)が新規

•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

項番 3.0 マイコン 4.0 マイコン 操作対象キャッシュ(HI7000/4)

1 SH-3, SH3-DSP SH-3, SH3-DSP 命令・オペランド混在キャッシュ 変更

2

HI7700 HI7700/4

SH4AL-DSP 命令キャッシュ、オペランドキャッシュ 対応デバイス追加

3 SH-4 SH-4 オペランドキャッシュ 変更

4

HI7750 HI7750/4

SH-4A 命令キャッシュ、オペランドキャッシュ 対応デバイス追加

HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

キャッシュの初期化 キャッシュの初期化

[HI7700/4:SH-3, SH3-DSP用]

void vini_cac(UW ccr_data, UW entnum, UW waynum);

void ivini_cac(UW ccr_data, UW entnum, UW waynum);

　UW entnum; キャッシュのエントリ数

vini_cac

ivini_cac

引数

　UW waynum;キャッシュのウェイ数

引数追加

[HI7750/4:SH-4用]

vini_cac

ivini_cac

void vini_cac(UW ccr_data);

void vini_cac(UW ccr_data);

[HI7700/4:SH4AL-DSP用, HI7750/4:SH-4A用]

ER vini_cac(ATR cacatr);

ER ivini_cac(ATR cacatr);

1

vini_cac void vini_cac(UW ccr_data);

vini_cac

ivini_cac

引数 ATR cacatr; キャッシュ属性

対応デバイス
追加

キャッシュクリア キャッシュクリア

[HI7700/4:SH-3, SH3-DSP用]

vclr_cac

ivclr_cac

ER ercd = vclr_cac(VP clradr1, VP clradr2);

ER ercd = ivclr_cac(VP clradr1, VP clradr2);

[HI7750/4:SH-4用]

vclr_cac

ivclr_cac

ER ercd = vclr_cac(VP clradr1, VP clradr2);

ER ercd = ivclr_cac(VP clradr1, VP clradr2);

オペランドキ
ャッシュのク
リア

[HI7700/4:SH4AL-DSP用, HI7750/4:SH-4A用]

ER ercd = vclr_cac(VP clradr1, VP clradr2, MODE
mode);

ER ercd = ivclr_cac(VP clradr1, VP clradr2, MODE
mode);

2

vclr_cac ER ercd = vclr_cac(VP clradr1, VP clradr2);

vclr_cac

ivclr_cac

引数 　MODEmode; 対象キャッシュ指定

対応デバイス
追加
命令・オペラ
ンドキャッシ
ュのクリア
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HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

キャッシュフラッシュ キャッシュフラッシュ

[HI7700/4:SH-3, SH3-DSP用]

vfls_cac

ivfls_cac

ER ercd = vfls_cac(VP flsadr1, VP flsadr2);

ER ercd = ivfls_cac(VP flsadr1, VP flsadr2);

[HI7750/4:SH-4用]

vfls_cac

ivfls_cac

ER ercd = vfls_cac(VP flsadr1, VP flsadr2);

ER ercd = ivfls_cac(VP flsadr1, VP flsadr2);

オペランドキ
ャッシュのフ
ラッシュ

[HI7700/4:SH4AL-DSP用, HI7750/4:SH-4A用]

3

vfls_cac ER ercd = vfls_cac(VP flsadr1, VP flsadr2);

vfls_cac

ivfls_cac

ER ercd = vfls_cac(VP flsadr1, VP flsadr2);

ER ercd = ivfls_cac(VP flsadr1, VP flsadr2);

対応デバイス
追加
オペランドキ
ャッシュのク
リア

キャッシュの無効化 キャッシュの無効化

[HI7700/4:SH-3, SH3-DSP用][HI7700] ER ercd = vinv_cac(void);

vinv_cac

ivinv_cac

ER ercd = vinv_cac(void);

ER ercd = ivinv_cac(void);

[HI7750/4:SH-4用]

vinv_cac

ivinv_cac

ER ercd = vinv_cac(VP invadr1, VP invadr2);

ER ercd = ivinv_cac(VP invadr1, VP invadr2);

オペランドキ
ャッシュの無
効化

[HI7700/4:SH4AL-DSP用, HI7750/4:SH-4A用]

ER ercd = vinv_cac(VP invadr1, VP invadr2, MODE
mode);

ER ercd = ivinv_cac(VP invadr1, VP invadr2, MODE
mode);

4

vinv_cac

[HI7750] ER ercd = vinv_cac(VP invadr1, VP
invadr2);

vinv_cac

ivinv_cac

引数 　MODEmode; 対象キャッシュ指定

対応デバイス
追加
命令・オペラ
ンドキャッシ
ュの無効化
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4.1.16 システム管理機能
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

バージョン参照 バージョン参照

ER ercd = get_ver(T_VER *pk_ver); ER ercd = ref_ver(T_RVER *pk_rver);

ER ercd = iref_ver(T_RVER *pk_rver);

typedef struct t_ver { typedef struct t_rver {

　UH maker; メーカー 　UH maker; メーカー

　UH id; 形式番号 　UH prid; 形式番号

　UH spver; 仕様書バージョン 　UH spver; 仕様書バージョン

　UH prver; 製品バージョン 　UH prver; 製品バージョン

　UH prno[4]; 製品管理情報 　UH prno[4]; 製品管理情報

　UH cpu; CPU情報

　UH var; バリエーション記述子

1

get_ver

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_VER;

ref_ver

iref_ver

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_RVER;

SVC名、
パケット
構造　変更

システム状態参照 －2

ref_sys ER ercd = ref_sys(T_RSYS *pk_rsys); － 該当なし

廃止

コンフィグレーション情報参照 コンフィグレーション情報参照

ER ercd = ref_cfg(T_RCFG *pk_rcfg); ER ercd = ref_cfg(T_RCFG *pk_rcfg);

ER ercd = iref_cfg(T_RCFG *pk_rcfg);

typedef struct t_rcfg { typedef struct t_rcfg {

　UW knlmsklvl; カーネル割り込みマスクレベ
ル

　ID maxtskid; 最大タスク ID

　UH timintvl; システムクロック周期時間 　ID ststkid; 最大スタティックスタック
使用タスク ID

　UB uppintnst; カーネル割り込みマスクレベ
ルより高い割り込みのネスト
数

　ID maxsemid;最大セマフォ ID

　UB lowintnst; カーネル割り込みマスクレベ
ル以下の割り込みのネスト数

　ID maxflgid; 最大イベントフラグ ID

　ID maxtskid; 最大タスク ID 　ID maxdtqid; 最大データキューID

　ID ststkid; 最大スタティックスタック使
用タスク ID

　ID maxmbxid;最大メールボックス ID

　PRI maxtskpri; 最大タスク優先度 　ID maxmtxid; 最大ミューテックス ID

　ID maxflgid; 最大イベントフラグ ID 　ID maxmbfid; 最大メッセージバッファ ID

　ID maxsemid; 最大セマフォ ID 　ID maxmplid; 最大可変長メモリプール ID

　ID maxmbxid; 最大メイルボックス ID 　ID maxmpfid; 最大固定長メモリプール ID

　ID maxmbfid; 最大メッセージバッファ ID 　ID maxcycid; 最大周期ハンドラ ID

　ID maxmplid; 最大可変長メモリプール ID 　ID maxalmid; 最大アラームハンドラ ID

　ID maxmpfid; 最大固定長メモリプール ID 　FN maxs_fncd
;

最大拡張サービスコール機
能コード

　HNO maxcycno; 最大周期起動ハンドラ指定番
号

　HNO maxalmno; 最大アラームハンドラ指定番
号

　DVN maxiodvn; 最大 I/O番号

　FN maxs_fncd;最大拡張 SVC機能コード

3

ref_cfg

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_RCFG;

ref_cfg

iref_cfg

パ
ケ
ッ
ト
構
造

}  T_RCFG;

パケット
構造　変更
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HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

システムダウン システムダウン4

vsys_dwn void vsys_dwn(W type, ER ercd, VW inf1, VW inf2); vsys_dwn

ivsys_dw
n

void vsys_dwn(W type, ER ercd, VW inf1, VW
inf2);

void ivsys_dwn(W type, ER ercd, VW inf1, VW
inf2);

拡張 SVCハンドラ定義 拡張 SVCハンドラ定義

ER ercd = def_svc(FN s_fncd, T_DSVC *pk_dsvc); ER ercd = def_svc(FN fncd, T_DSVC
*pk_dsvc);

ER ercd = idef_svc(FN fncd, T_DSVC *pk_dsvc);

typedef struct t_dsvc { typedef struct t_dsvc {

　ATR svcatr; 拡張 SVCハンドラ属性 　AT
R

svcatr; 拡張サービスコールルーチ
ン属性

　FP svchdr; 拡張 SVCハンドラアドレス 　FP svcrtn; 拡張サービスコールルーチ
ンアドレス

5

def_svc

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_DSVC;

def_svc

idef_svc

パ
ケ
ッ
ト
構
造

} T_DSVC;

パケット
構造　変更
3.3.2参照

拡張機能コードの割り当てと拡張 SVCハンドラの定義 －6

vasn_svc ER ercd = vasn_svc(FN *p_s_fncd, T_DSVC
*pk_dsvc);

－ 該当なし

廃止
3.1.4
参照

拡張 SVCハンドラ終了 －7

ret_svc void ret_svc(ER ercd); － 該当なし

廃止

拡張 SVCの発行 拡張 SVCの発行

ER ercd = vsys_cal(FN fncd, VW para1, VW para2,
VW para3, VW para4);

ER_UINT ercd = cal_svc(FN fncd, ...);

ER_UINT ercd = ical_svc(FN fncd, ...);

8

vsys_cal

動
作
非タスクからは発行できない

cal_svc

ical_svc

動
作
非タスクコンテキストから発行可能

SVC名変更
非タスクか
ら発行可
3.3.2参照

トレースの取得 トレースの取得

ER ercd = vget_trc(VW para1, VW para2, VW
para3, VW para4);

9

vget_trc ER ercd = vget_trc(VW para1, VW para2, VW
para3, VW para4);

vget_trc

ivget_trc
ER ercd = ivget_trc(VW para1, VW para2, VW
para3, VW para4);

SVC名
変更

割り込みハンドラの開始をトレースに取得 割り込みハンドラの開始をトレースに取得10

vbgn_int ER ercd = vbgn_int(UINT dintno); ivbgn_int ER ercd = ivbgn_int(UINT dintno);

SVC名
変更

割り込みハンドラの終了をトレースに取得 割り込みハンドラの終了をトレースに取得11

vend_int ER ercd = vend_int(UINT dintno); ivend_int ER ercd = ivend_int(UINT dintno);

SVC名
変更

システムの再起動 －12

vres_sys void vres_sys(); － 該当なし

廃止

3.1.4参照

－ カーネルの起動－

－ 該当なし vsta_knl

ivsta_knl

void vsta_knl();

void ivsta_knl();

新機能
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4.1.17 システム状態管理機能

HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

－ コンテキストの参照－

－ 該当なし sns_ctx BOOL state = sns_ctx();

新機能

－ CPUロック状態の参照－

－ 該当なし sns_loc BOOL state = sns_loc();

新機能

－ ディスパッチ禁止状態の参照－

－ 該当なし sns_dsp BOOL state = sns_dsp();

新機能

－ ディスパッチ保留状態の参照－

－ 該当なし sns_dpn BOOL state = sns_dpn();

新機能

4.1.18 DSPスタンバイ制御機能 [HI7700/4]

HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

－ TA_COP0属性の変更－

－ 該当なし vchg_cop ER_UINT oldatr = vchg_cop(ATR newatr);

新機能
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4.1.19 メモリプール管理(ページプール)機能 [HI7700, HI7750]
•  グレーの網掛けがかかっているところは変更になっている箇所です。
•  この SVC相違一覧表では用語が以下のように置き換えられています。
パラメータ　→　引数　　　リターンパラメータ　→　返値

HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

MMUの初期化 －1

vini_ppl void vini_ppl(void); － 該当なし

ページブロック獲得 －2

vget_pbl ER ercd = vget_pbl(VP *p_pblk, INT pagcnt, UW pagatr); － 該当なし

ページブロック獲得(ポーリング) －3

vpget_pbl ER ercd = vpget_pbl(VP *p_pblk, INT pagcnt, UW pagatr); － 該当なし

ページブロック獲得(タイムアウト有) －4

vtget_pbl ER ercd = vtget_pbl(VP *p_pblk, INT pagcnt, UW pagatr, TMO tmout); － 該当なし

ページブロック返却 －5

vrel_pbl ER ercd = vrel_pbl(VP pblk); － 該当なし

ページ属性変更 －6

vchg_pat ER ercd = vchg_pat(VP pagtop, INT pagcnt, UW pagatr); － 該当なし

ページプール状態参照 －7

vref_ppl ER ercd = vref_ppl(T_RPPL *pk_rppl); － 該当なし

物理メモリアドレスへの変換 －8

vtrn_adr ER ercd = vtrn_adr(VP *p_phyadr, VP pagadr); － 該当なし

廃止
3.1.2参照

4.1.20 オブジェクト名称管理機能

HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

名称からタスク IDを得る －1

vinq_tsk ER ercd = vinq_tsk(ID *p_tskid, B *name); － 該当なし

名称からセマフォ IDを得る －2

vinq_sem ER ercd = vinq_sem(ID *p_semid, B *name); － 該当なし

名称からイベントフラグ IDを得る －3

vinq_flg ER ercd = vinq_flg(ID *p_flgid, B *name); － 該当なし

名称からメイルボックス IDを得る －4

vinq_mbx ER ercd = vinq_mbx(ID *p_mbxid, B *name); － 該当なし

名称からメッセージバッファ IDを得る －5

vinq_mbf ER ercd = vinq_mbf(ID *p_mbfid, B *name); － 該当なし

名称から固定長メモリプール IDを得る －6

vinq_mpf ER ercd = vinq_mpf(ID *p_mpfid, B *name); － 該当なし

名称から可変長メモリプール IDを得る －7

vinq_mpl ER ercd = vinq_mpl(ID *p_mplid, B *name); － 該当なし

名称から周期起動ハンドラ指定番号を得る －8

vinq_cyc ER ercd = vinq_cyc(ID *p_cycno, B *name); － 該当なし

名称からアラームハンドラ指定番号を得る －9

vinq_alm ER ercd = vinq_alm(ID *p_almno, B *name); － 該当なし

廃止
3.3.14参照
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4.1.21 I/Oサポート機能
HI7000シリーズ（μITRON3.0仕様準拠） HI7000/4シリーズ（μITRON4.0仕様準拠）

機能 機能 変更内容

SVC API SVC API

I/Oハンドラの定義 －1

vdef_dev ER ercd = vdef_dev(DVN iodvn, T_DDEV *pk_ddev); － 該当なし

I/O番号の割り当てと I/Oハンドラの定義 －2

vasn_devER ercd = vasn_dev(DVN *p_iodvn, T_DDEV *pk_ddev); － 該当なし

１バイト入力 －3

get_chr ER ercd = get_chr(DVN iodvn, W ioun, B *p_chr); － 該当なし

１バイト出力 －4

put_chr ER ercd = put_chr(DVN iodvn, W ioun, B chr); － 該当なし

１行入力 －5

get_lin ER ercd = get_lin(DVN iodvn, W ioun, B *lin, W linsz); － 該当なし

１行出力 －6

put_lin ER ercd = put_lin(DVN iodvn, W ioun, B *lin); － 該当なし

CIO属性制御 －7

ctl_cio ER ercd = ctl_cio(DVN iodvn, W ioun, H ioatrcd, VW ioctl); － 該当なし

CIO状態参照 －8

ref_cio ER ercd = ref_cio(DVN iodvn, W ioun, H ioatrcd, VW *p_iosts); － 該当なし

GIO要求 －9

req_gio ER ercd = req_gio(DVN iodvn, T_RQGIO *pk_rqgio); － 該当なし

廃止
3.1.3参照
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4.2 エラーコード相違点
HI7000シリーズと HI7000/4シリーズのシステムコール（サービスコール）エラーコードの一覧比較表を以下に示しま

す。

HI7000シリーズ HI7000/4シリーズ番号

エラーコード
(ニーモニック)

エラーコード値 エラーコード
(ニーモニック)

エラーコード値

エラー内容

1 E_OK H'00000000 (D'0) E_OK H'00000000 (D'0) 正常終了

2 E_NOMEM H'ffffffdf (-D'10) E_NOMEM H'fffffff6 (-D'33) メモリ不足

3 E_NOSPT H'fffffff7 (-D'17) E_NOSPT H'ffffffef (-D'9) 未サポート機能（機能が未登録）

4 E_RSFN H'fffffff6 (-D'20) E_RSFN H'ffffffec (-D'10) システムコールが組み込まれていない

5 E_RSATR H'fffffff5 (-D'24) E_RSATR H'ffffffe8 (-D'11) 予約属性（属性が不正）

6 E_PAR H'ffffffef (-D'33) E_PAR H'ffffffdf (-D'17) パラメータエラー

7 E_ID H'ffffffee (-D'35) E_ID H'ffffffdd (-D'18) 不正 ID番号

8 E_NOEXS H'ffffffd6 (-D'52) E_NOEXS H'ffffffcc (-D'42) オブジェクトが存在しない

9 E_OBJ H'ffffffd7 (-D'63) E_OBJ H'ffffffc1 (-D'41) オブジェクトの状態不正

10 E_CTX H'ffffffe7 (-D'69) E_CTX H'ffffffbb (-D'25) コンテキストエラー

11 E_QOVR H'ffffffd5 (-D'73) E_QOVR H'ffffffb7 (-D'43) キューイングまたはネストのオーバフロー

12 E_DLT H'ffffffcd (-D'81) E_DLT H'ffffffaf (-D'51) 待ちオブジェクトが削除された

13 E_TMOUT H'ffffffce (-D'85) E_TMOUT H'ffffffab (-D'50) ポーリング失敗またはタイムアウト

14 E_RLWAI H'ffffffcf (-D'86) E_RLWAI H'ffffffaa (-D'49) 待ち状態強制解除

15 EV_NFOUND H'ffffff1f (-D'225) ― ― ― 空きの IDまたは指定番号がない

16 ― ― ― E_NOID H'ffffffde (-D'34) ID番号不足

17 EV_ILBLK H'ffffff1e (-D'226) ― ― ― 不正メモリブロックの操作

18 ― ― ― E_ILUSE H'ffffffe4 (-D'28) サービスコール不正使用
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EV_NFOUNDは廃止となります。E_NOIDは意味が同じであり置き換えて使用することができます。
以下に EV_NFOUNDを使用しているシステムコールと、置き換え可能なサービスコールを示します。

番号 EV_NFOUNDがあるシステムコール HI7000/4シリーズの同機能サービスコール EV_NFOUNDを置き換えたエラーコード

1 cre_tsk cre_tsk, icre_tsk E_NOID

2 vcre_tsk (廃止・代替なし) (廃止・代替なし)

3 vscr_tsk vscr_tsk, ivscr_tsk(代替) E_NOID

4 cre_flg cre_flg, icre_flg E_NOID

5 vasn_flg acre_flg, iacre_flg(代替) E_NOID

6 cre_mbx cre_mbx, icre_mbx E_NOID

7 vasn_mbx acre_mbx, iacre_mbx(代替) E_NOID

8 cre_mbf cre_mbf, icre_mbf E_NOID

9 vasn_mbf iacre_mbf, iacre_mbf(代替) E_NOID

10 cre_mpf cre_mpf, icre_mpf E_NOID

11 vasn_mpf acre_mpf, iacre_mpf(代替) E_NOID

12 cre_mpl cre_mpl, icre_mpl E_NOID

13 vasn_mpl acre_mpl, iacre_mpl(代替) E_NOID

14 def_cyc cre_cyc, icre_cyc(代替) E_NOID

15 vasn_cyc acre_cyc, iacre_cyc(代替) E_NOID

16 def_alm cre_alm, icre_alm(代替) E_NOID

17 vasn_alm acre_alm, iacre_alm(代替) E_NOID

18 vdef_dev (廃止・代替なし) (廃止・代替なし)

19 vasn_dev (廃止・代替なし) (廃止・代替なし)

20 def_svc def_svc (該当エラーコードなし)

21 vasn_svc (廃止・代替なし) (廃止・代替なし)

EV_ILBLKは該当するエラーが別のエラーコードと一緒の扱いになります。
EV_ILBLKを使用しているシステムコールと、置き換え可能なサービスコール、置き換えたエラーコードを以下に示

します。

番号 EV_ILBLKがあるシステムコール HI7000/4シリーズの同機能サービスコール EV_ILBLKを置き換えたエラーコード

1 rel_blf rel_mpf E_PARに含まれる

2 rel_blk rel_mpl E_PARに含まれる

3 vrel_pbl (廃止・代替なし) －

4 vchg_pat (廃止・代替なし) －

5 vtrn_adr (廃止・代替なし) －

エラーコードが、新設、廃止もしくは別のエラーになったサービスコールを以下に示します。

番号 サービスコール HI7000シリーズでのエラーコード HI7000/4シリーズでのエラーコード

1 sus_tsk (なし) E_CTX　(新設)

2 wai_flg E_OBJ E_ILUSE

3 pol_flg E_OBJ E_ILUSE

4 ipol_flg E_OBJ E_ILUSE

5 twai_flg E_OBJ E_ILUSE

6 loc_cpu E_CTX (廃止)

7 unl_cpu E_CTX (廃止)

8 chg_ims E_CTX (廃止)
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パラメータチェック機能を有効にした場合のみ出るエラーコードの相違点を以下に示します。

番
号

SVC名 エラー
コード

HI7000シリーズ SVC名 エラー
コード

HI7000/4シリーズ

1 タスクの生成
cre_tsk
vcre_tsk
vscr_tsk

E_RAR パラメータエラー(pk_ctskが 4の倍数以
外、p_tskidまたは taskが奇数、stksz
が 4の倍数以外、stksz≦0、itskpri≦0、
itskpri＞hi_maxtskpri、quantum＜0)

タスクの生成
cre_tsk,
icre_tsk
acre_tsk,
iacre_tsk
vscr_tsk,
ivcsr_tsk

E_RAR パラメータエラー(pk_ctskが 4の倍数
以外、taskが奇数、stkszが 4の倍数
以外、 stksz=0、stksz≧0x80000000、
itskpri≦0、itskpri＞
CFG_MAXTSKPRI,)、stkが NULL以
外で 4の倍数以外(HI7000/4のみ))

2 タスクの起動
sta_tsk

E_ID 不正 ID番号(tskid≦0、tskid>hi_maxtskid) タスクの起動
act_tsk,
iact_tsk

E_ID 不正 ID番号(tskid＜0、tskid＞
CFG_MAXTSKID)非タスクコンテキ
ストで tskid=TSK_SELF(0)を指定)

3 タスクのレディ
キュー回転
rot_rdq

E_PAR パラメータエラー(tskpri＜0、tskpri＞
hi_maxtskpri)

タスクの優先順
位の回転
rot_rdq,
irot_rdq

E_PAR パラメータエラー(tskpri＜0、tskpri＞
CFG_MAXTSKPRI、非タスクコンテ
キストで tskpri=TPRI_SELF(0)を指
定)

E_PAR パラメータエラー(pk_rtskが 4の倍数以
外、p_tskstatが奇数、p_tskpriが奇数)

E_PAR パラメータエラー(pk_rtskが 4の倍数
以外)

4 タスク状態参照
ref_tsk

E_ID 不正 ID番号(tskid≦0、tskid＞
hi_maxtskid、tskid=0)

タスクの状態参
照
ref_tsk, iref_tsk E_ID 不正 ID番号(tskid＜0、tskid＞

CFG_MAXTSKID、非タスクコンテキ
ストで tskid=TSK_SELF(0)を指定)

5 他タスクを強制
待ち状態へ移行
sus_tsk

E_ID 不正 ID番号(tskid≦0、tskid＞
hi_maxtskid)

強制待ち状態へ
の移行
sus_tsk,
isus_tsk

E_ID 不正 ID番号(tskid＜0、tskid＞
CFG_MAXTSKID、非タスクコンテキ
ストで tskid=TSK_SELF(0)を指定)

6 強制待ち状態の
タスクを再開
rsm_tsk

E_ID 不正 ID番号(tskid≦0、tskid＞
hi_maxtskid)

強制待ち状態か
らの再開
rsm_tsk,
irsm_tsk

E_ID 不正 ID番号(tskid＜0、tskid＞
CFG_MAXTSKID)

7 他タスクの起床
wup_tsk

E_ID 不正 ID番号(tskid≦0、tskid＞
hi_maxtskid)

他タスクの起床
wup_tsk

E_ID 不正 ID番号(tskid＜0、tskid＞
CFG_MAXTSKID、非タスクコンテキ
ストで tskid=TSK_SELF(0)を指定)

E_PAR パラメータエラー(p_wupcntが 4の倍数
以外)

― ―8 タスクの起床要
求を無効化
can_wup E_ID ID範囲外(tskid<0、tskid＞hi_maxtskid、

tskid=0)

タスク起床要求
のキャンセル
can_wup,
ican_wup

E_ID ID範囲外(tskid＜0、tskid＞
CFG_MAXTSKID、非タスクコンテキ
ストで tskid=TSK_SELF(0)を指定)

E_NOSPT 未サポート機能(タスク優先度順機能が
組み込まれていない)

― ―9 セマフォ生成
cre_sem

E_PAR パラメータエラー(p_semidが奇数、
pk_csemが 4の倍数以外、isemcnt<0、
isemcnt>H’ffff)

セマフォの生成
cre_sem,
icre_sem
acre_sem,
iacre_sem

E_PAR パラメータエラー(pk_csemが 4の倍
数以外、maxsem=0、maxsem＞H’ffff、
isemcnt＜0、isemcnt＞maxsem)

10セマフォ状態参
照
ref_sem

E_PAR パラメータエラー(pk_rsemが 4の倍数
以外、p_wtskidが奇数、p_semcntが 4
の倍数以外)

セマフォの状態
参照
ref_sem、
iref_sem

E_PAR パラメータエラー(pk_rsemが 4の倍
数以外)

11イベントフラグ
生成
cre_flg

E_PAR パラメータエラー(p_flgidが奇数、
pk_cflgが 4の倍数以外)

イベントフラグ
生成
cre_flg、icre_flg

E_PAR パラメータエラー(pk_cflgが 4の倍数
以外)

E_NOSPT 未サポート機能(タスク優先度順機能が
組み込まれていない)

― ―12メールボックス
の生成
cre_mbx
vasn_mbx

E_PAR パラメータエラー(pk_cmbxが 4の倍数
以外、p_mbxidが奇数)

メールボックス
の生成
cre_mbx、
icre_mbx
acre_mbx、
iacre_mbx

E_PAR パラメータエラー(pk_cmbxが 4の倍
数以外、maxmpri≦0、 maxmpri＞
CFG_MAXMSGPRI)
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番
号

SVC名 エラー
コード

HI7000シリーズ SVC名 エラー
コード

HI7000/4シリーズ

E_NOSPT 未サポート機能(タスク優先度順機能が
組み込まれていない)

― ―13メッセージバッ
ファ生成
cre_mbf
vasn_mbf E_PAR パラメータエラー(pk_cmbfが 4の倍数

以外、bufszが 4の倍数以外または 0未
満、bufszが 8バイト未満、maxmszが
0以下、bufszが 0以外で maxmsz+4＞
bufsz、p_mbfidが奇数)

メッセージバッ
ファの生成
cre_mbf,
icre_mbf
acre_mbf,
iacre_mbf

E_PAR パラメータエラー(pk_cmbfが 4の倍
数以外、mbfszが 4の倍数以外、
maxmsz=0、 maxmsz≧H'80000000、
mbfszが 0以外でmaxmsz+4＞mbfsz)

14メッセージバッ
ファから受信
rcv_mbf、
prcv_mbf
trcv_mbf

E_PAR パラメータエラー(p_msgszが 4の倍数
以外、msgが 4の倍数以外、tmout≦-2)

メッセージバッ
ファからの受信
rcv_mbf、
prcv_mbf
trcv_mbf

E_PAR パラメータエラー(msgが 4の倍数以
外、tmout≦-2)

15割り込みハンド
ラの定義
def_int

E_PAR パラメータエラー(pk_dintが 4の倍数以
外、inthdrが奇数)
〈HI7000〉
システム予約番号指定(16≦dintno≦31)
〈HI7700、HI7750〉
不正例外コード(dintnoが H'20の倍数以
外、dintno＞hi_maxexccd)

割り込みハンド
ラの定義
def_inh、
idef_inh

E_PAR パラメータエラー(pk_dinhが4の倍数
以外、inthdrが奇数)
〈HI7000/4〉
不正番号指定(16≦inhno≦31、inhno
＞CFG_MAXVCTNO)
〈HI7700/4、HI7750/4〉
不正番号指定(inhnoが H'20の倍数以
外、inhno=H'160、inhno＞
CFG_MAXVCTNO)

16拡張 SVCの
発行
vsys_cal

― ― 拡張サービスコ
ールの発行
cal_svc、
ical_svc

E_RSFN fncdが不正あるいは使用できない

E_NOSPT 未サポート機能(タスク優先度順機能が
組み込まれていない)

― ―17固定長メモリプ
ール生成
cre_mpf
vasn_mbf

E_PAR パラメータエラー(p_mpfidが奇数、
pk_cmpfが 4の倍数以外、mpfcnt≦0、
blfszが４の倍数以外または 0以下)

固定長メモリプ
ール生成
cre_mpf、
icre_mpf
acre_mpf、
iacre_mpf

E_PAR パラメータエラー(pk_cmpfが 4の倍
数以外、blkcnt=0、
blkszが４の倍数以外、blksz=0、
mpfが NULL以外で 4の倍数以外
(HI7000/4のみ)
mpfmbが 4の倍数以外(HI7000/4で
CFG_MPFMANAGEチェック有りの
場合のみ))

18可変長メモリプ
ール生成
cre_mpl
vasn_mpl

E_PAR パラメータエラー(pk_cmplが 4の倍数
以外、mplszが 4の倍数以外または 20
バイト未満、p_mplidが奇数)

可変長メモリプ
ール生成
cre_mpl、
icre_mpl
acre_mpl、
iacre_mpl

E_PAR パラメータエラー(pk_cmplが 4の倍
数以外、mplszが 4の倍数以外、mplsz
＜20、  mplsz≧H'80000000、  mpl
が NULL以外で 4の倍数以外
(HI7000/4のみ))

19システムクロッ
ク設定
set_tim

E_PAR パラメータエラー(pk_timが 4の倍数以
外、pk_timで示される値が負)

システムクロッ
ク設定
set_tim、
iset_tim

E_PAR パラメータエラー(p_systimが 4の倍
数以外)

20タスク遅延
dly_tsk

E_PAR パラメータエラー(dlytim＜0) タスク遅延
dly_tsk

― ―

21周期ハンドラの
状態参照
ref_cyc

― ― 周期ハンドラの
状態参照
ref_cyc、
iref_cyc

E_ID 不正 ID番号(cycid≦0、cycid＞
CFG_MAXCYCID)
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5. コンフィギュレーション方法の相違

HI7000シリーズでは、カーネルビルドファイルとセットアップファイルの 2つを作成していましたが、HI7000/4シリ
ーズでは、コンフィギュレータを使ってこれらに相当するファイルを作ります。

コンフィギュレータは、カーネルの動作パラメータを設定するためのツールです。コンフィギュレータは、設定された
内容にしたがっていくつかの Cソースファイルを生成します。生成されたファイルおよびアプリケーションプログラム
をビルド（コンパイル・リンク）することで、システム（ロードモジュール）を作成します。

コンフィギュレータのウィンドウは、構築情報入力パート一覧ウィンドウ（左側）と構築情報入力ウィンドウ（右側）
で構成されています。構築情報入力ウィンドウにより各種情報を入力後、「構築ファイルの生成」コマンド（メニューお
よびツールボタン）により、構築ファイルを生成します。
詳細は HI7000/4シリーズのマニュアルをご覧ください。

図 5-1　HI7000/4シリーズのコンフィギュレータ概観
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